
一
、
日
本
人
通
事

琉
球
国
の
状
況
を
知
る
史
料
と
し
て
『
李
朝
実
録
』
に
納
め
ら
れ
た
漂
流
民

の
見
聞
は
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
も
一
四
七
七
年
二
月
一
日
に
、
進
上
の

柑
子
を
船
で
運
ぶ
際
に
漂
流
し
、
予
那
国
島
に
漂
着
し
て
六
か
月
を
過
ご
し
、

以
後
島
々
を
至
て
沖
縄
本
島
に
送
ら
れ
、
一
四
七
八
年
八
月
一
日
に
薩
摩
に
む

か
っ
て
出
発
し
て
帰
途
に
つ
い
た
一
行
の
例
が
興
味
深
い
。
こ
の
時
期
は
、
第

二
尚
王
統
初
代
の
王
で
あ
る
尚
円
か
ら
、
そ
の
子
尚
真
へ
王
位
が
継
承
さ
れ
る

変
革
期
で
あ
っ
た
。
漂
流
民
で
あ
る
金
非
衣
ら
が
沖
縄
本
島
に
滞
在
し
た
の
ほ

一
四
七
八
年
春
か
ら
、
同
年
八
月
一
日
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
『
中
山
世
譜
』
に

よ
る
と
、
こ
の
約
二
年
前
の
一
四
七
六
年
七
月
二
八
日
に
尚
円
王
が
他
界
し
、

見
上
森
陵
に
葬
さ
れ
た
。
在
位
期
間
は
七
年
で
、
年
は
六
ニ
オ
で
あ
っ
た
。
尚

円
の
世
子
尚
真
は
幼
少
で
あ
っ
た
の
で
、
尚
円
の
弟
で
あ
る
尚
宜
威
が
一
四
七

七
年
に
即
位
し
た
。
し
か
し
「
是
年
。
八
月
初
四
日
斃
。
寿
四
十
八
」
と
あ
り
、

一
四
七
七
年
に
は
尚
真
が
即
位
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
金
非
衣
ら
の
見
た
沖

琉
球
の
宗
教
と
尚
圏
王
妃

琉
球
の
宗
教
と
尚
圃
王
妃

縄
本
島
は
尚
真
王
治
政
下
の
姿
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
王
は
年
が
一

0
歳
余

り
で
、
そ
の
母
が
後
見
を
努
め
て
い
た
こ
と
が
「
母
后
朝
に
臨
む
」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
琉
球
国
は
、
「
唐
人
商
販
し
来

り
、
因
居
す
る
者
有
り
。
」
と
か
、
「
江
南
人
及
び
南
蛮
国
人
皆
来
り
て
商
販
し
、

往
来
絶
え
ず
。
」
と
あ
っ
て
、
那
覇
あ
た
り
の
繁
栄
ぶ
り
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
。
こ
う
し
た
項
目
の
一
っ
と
し
て
次
の
様
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意

．
を
ひ
く
内
容
で
あ
る
。

一
、
其
の
通
事
は
、
必
ず
日
本
人
の
国
に
在
る
者
を
し
て
之
と
為
さ
し
む
。

漂
流
民
が
語
っ
た
他
の
事
例
で
、
琉
球
国
の
通
事
は
必
ず
日
本
人
が
務
め
て

い
た
と
す
る
内
容
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
も
こ
こ
で
は
必
ず
日
本
人
を
あ
た
ら

せ
る
と
い
う
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
通
訳
を
依
頼
す

る
と
す
れ
ば
、
特
に
こ
と
わ
り
が
な
い
か
ぎ
り
、
依
頼
す
る
人
物
と
同
じ
文
化

で
育
っ
て
き
た
人
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
次
い
で
依
頼
人
が
話
し
合
う

相
手
方
の
人
物
と
同
じ
文
化
で
育
っ
た
人
に
担
当
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
れ
も
内
容
に
、
よ
り
信
頼
を
置
く
と
す
れ
ば
、
琉
球
国
王
は
琉
球
国
人
に
通

上

井

久

義



事
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
、
こ
の
こ
と
が
当
然
の
事
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
取
立
て
て
必
ず
琉
球
国
人
を
通
事
に
す
る
と
記
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
必
ず
日
本
人
を
通
事
に
し
た
こ
と
は
、

特
に
こ
の
時
期
に
通
事
は
日
本
人
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
存
在

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
琉
球
国
か
ら
明
に
派
遣
さ
れ
た
一
行
に
随
行

し
た
通
事
に
は
、
察
環
、
察
譲
、
梁
応
な
ど
の
名
が
見
え
、
福
建
省
か
ら
沖
縄

久
米
村
に
移
住
し
た
中
国
系
の
人
々
に
通
事
を
依
頼
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
人
が
通
事
と
し
て
中
国
に
渡
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ

こ
で
云
う
日
本
人
通
事
と
は
、
琉
球
国
王
の
通
事
と
し
て
外
国
か
ら
訪
れ
る
者

と
の
情
報
の
伝
達
に
あ
た
っ
た
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。

金
非
衣
ら
は
、
沖
縄
本
島
に
着
く
と
、
「
引
き
て
官
府
に
至
る
。
館
待
甚
だ
厚

し
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
官
府
と
は
、
久
米
村
の
天
使
館
の
こ
と
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
こ
で
手
厚
い
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
日
に
、
黄
金
飾
の
大

競
に
乗
っ
た
女
主
と
、
一

0
余
歳
の
男
子
の
来
賀
を
う
け
、
酒
を
賜
っ
た
。
こ

こ
に
朝
鮮
語
を
理
解
す
る
日
本
人
通
事
が
お
り
、
騎
馬
の
小
児
が
国
王
の
子
で

あ
る
と
教
え
ら
れ
る
。
漂
流
民
は
、
三
朔
を
過
ぎ
、
通
事
に
本
国
に
還
る
こ
と

を
請
う
。
こ
れ
に
対
し
て
国
王
は
「
日
本
人
は
性
悪
に
し
て
保
す
べ
か
ら
ず
。

祢
を
江
南
に
遣
ら
ん
と
欲
す
。
」
と
い
う
。
国
王
は
日
本
人
に
対
し
て
信
頼
を
置

い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
中
国
に
対
し
て
は
好
意
的
で
、
明
を

経
緯
し
て
帰
国
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
通
事
か
ら

中
国
江
南
を
経
由
す
る
よ
り
も
、
日
本
を
至
て
帰
国
す
る
の
が
近
い
こ
と
を
知

ら
さ
れ
て
い
た
の
で
、
日
本
経
緯
の
ル
ー
ト
を
希
望
し
て
い
る
。

国
王
が
、
日
本
人
を
性
悪
と
し
な
が
ら
、
通
事
は
必
ず
日
本
人
を
あ
て
る
と

す
る
状
況
に
は
、
大
き
な
矛
盾
が
感
じ
ら
れ
る
。
漂
流
民
が
沖
縄
本
島
に
至
っ

た
時
、
「
国
人
及
び
通
事
来
り
、
」
何
国
人
で
あ
る
の
か
と
云
う
質
問
を
受
け
て
い

る
。
国
人
と
は
琉
球
国
の
人
で
あ
り
通
事
と
は
日
本
人
通
事
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
漂
流
民
は
「
朝
鮮
人
な
り
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
国

王
に
通
達
し
た
の
は
通
事
で
あ
る
か
ら
、
国
王
と
通
事
は
密
接
な
情
報
伝
達
の

ル
ー
ト
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
尚
真
と
王
母
は
た
だ
ち
に
反
応
を
示

し
、
久
米
村
の
天
使
館
を
訪
れ
た
の
も
、
通
事
と
国
王
と
の
信
頼
関
係
を
表
わ

す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
通
事
は
、
国
王
は
斃
逝
し
、
女
主
が
国
を
治
め

て
い
る
こ
と
、
こ
の
人
物
と
共
に
騎
馬
を
し
た
少
年
が
現
れ
る
が
、
こ
れ
が
国

王
の
子
で
あ
る
こ
と
、
天
使
館
の
機
構
な
ど
、
琉
球
国
の
内
情
を
漂
流
民
に
語

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
人
通
事
自
身
も
琉
球
国
の
内
情
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
「
日
本
覇
家
台

人
新
伊
四
郎
」
ら
が
交
易
の
た
め
に
琉
球
に
来
島
し
、
国
王
に
対
し
て
「
わ
が

国
と
朝
鮮
と
は
通
好
す
」
る
の
で
、
こ
の
漂
流
民
を
率
い
「
保
護
し
て
還
帰
せ

し
め
ん
」
と
願
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
国
王
は
こ
れ
を
許
し
、
「
途
に
在
り
て
は
備

さ
に
撫
憔
を
加
え
、
領
回
せ
よ
」
と
命
じ
、
漂
流
民
に
、
銭
一
万
五
千
文
、
胡

椒
二
臼
五
十
斤
、
青
染
布
唐
綿
布
各
三
匹
、
さ
ら
に
三
朔
の
糧
米
五
百
六
十
斤
、

塩
、
醤
、
魚
醜
、
莞
席
、
漆
木
器
、
食
案
等
を
賜
っ
た
と
い
う
。
ま
こ
と
に
好

意
的
な
処
遇
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
新
伊
四
郎
と
琉
球
国
の
女
主
と
が

親
密
か
つ
友
好
的
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
江
南
よ
り
日

本
が
近
い
こ
と
を
教
え
た
日
本
人
通
事
が
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
心
得
て
い
た
こ



と
を
示
し
て
い
る
。
必
ず
日
本
人
通
事
を
置
い
た
と
す
る
日
本
人
は
、
琉
球
国

王
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
者
を
云
い
、
「
性
悪
に
し
て
保
す
ぺ
か
ら
ず
」
と
し

た
日
本
人
は
、
こ
れ
以
外
の
者
た
ち
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
宗
家
出
身
の
博
多
商
人

琉
球
国
王
妃
と
親
密
で
あ
っ
た
新
伊
四
郎
に
つ
い
て
『
成
宗
康
靖
大
王
実
録
』

-
0年
五
月
条
に
よ
る
と
、

琉
球
国
使
臣
上
官
人
新
時
羅
、
副
官
人
三
未
三
甫
羅
、
押
物
要
時
羅
、
也
而

羅
、
船
主
皮
古
仇
羅
及
び
伴
従
人
、
格
人
等
、
合
わ
せ
て
二
百
十
九
人
、
済

州
漂
流
人
金
非
、
乙
介
、
姜
茂
、
李
正
等
三
船
に
分
騎
し
、
今
五
月
初
三
日
、

塩
浦
に
到
る
。
上
官
人
言
う
。
俺
は
本
上
博
多
の
人
な
り
、
去
丁
酉
年
十
月
、

副
官
人
と
興
販
に
因
り
琉
球
国
に
往
く
。
適
:
貴
国
漂
流
人
到
泊
す
、
国
王
、

書
契
を
授
け
、
俺
等
を
し
て
押
来
せ
し
む
。

と
あ
る
。
新
時
羅
は
、
博
多
倭
人
新
時
羅
と
か
、
日
本
覇
家
台
人
新
伊
四
郎
と

も
記
さ
れ
て
い
る
。
時
羅
•
四
郎
は
、
四
男
を
意
味
す
る
四
郎
で
あ
ろ
う
。
新

と
か
新
伊
と
あ
る
の
は
、
シ
ン
で
は
な
く
ニ
イ
と
称
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
ニ
イ
は
地
名
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ

ば
対
馬
島
の
仁
位
を
示
す
名
称
で
、
仁
位
の
四
郎
と
で
も
い
っ
た
意
味
を
持
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

琉
球
を
出
発
し
た
一
行
は
、
薩
摩
で
は
新
伊
四
郎
の
旧
主
人
の
家
に
留
ま
り
、

州
太
守
か
ら
酒
飯
や
餅
肴
を
お
く
ら
れ
て
い
る
。
『
海
東
諸
国
紀
』
源
忠
国
の
項

琉
球
の
宗
教
と
尚
園
王
妃

ア

J

丁
丑
年
、
遣
使
来
朝
す
。
書
に
、
薩
摩
三
州
太
守
島
津
源
忠
国
と
称
す
。
歳

遣
一
船
を
約
す
。
丁
亥
年
、
観
音
現
像
を
以
て
又
遣
使
す
。
書
に
、
日
・
隅
・

薩
三
州
太
守
島
津
源
忠
国
と
称
す
。
国
王
の
族
親
に
し
て
、
薩
摩
・
日
向
・

(1) 

大
隅
三
州
の
事
を
総
治
す
。

と
あ
り
、
島
津
家
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
い
で
博
多
を
至
て

壱
岐
に
至
る
。
次
に
対
馬
島
の
草
那
浦
で
は
新
伊
四
郎
の
旧
主
人
の
家
に
留
ま

っ
て
い
る
。
「
其
の
旧
主
人
の
家
に
投
ず
。
其
の
主
は
及
ち
四
郎
の
叔
父
な
り
。
」

と
あ
る
。
こ
の
と
き
「
島
主
留
め
て
、
行
き
難
き
の
状
と
風
も
亦
不
便
な
る
の

故
を
以
て
、
留
連
す
る
こ
と
二
朔
。
」
と
あ
る
。
対
馬
の
島
主
も
、
琉
球
国
使
と

し
て
の
新
伊
四
郎
の
任
を
後
方
か
ら
支
援
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
草

那
浦
が
対
馬
の
何
処
を
さ
す
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
旧
主
人
の
家
で
島
主
の
意

向
に
よ
っ
て
二
朔
も
留
ま
っ
た
と
し
て
い
る
か
ら
、
新
伊
四
郎
の
叔
父
は
宗
氏

の
親
族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

新
伊
四
郎
が
草
那
浦
に
滞
在
し
た
の
は
一
四
七
八
年
三
月
の
事
で
あ
る
。
四

月
に
は
都
伊
沙
只
浦
に
至
っ
て
三
日
留
ま
り
、
次
の
一
日
で
塩
浦
に
到
着
し
て

い
る
。
こ
の
こ
ろ
の
対
馬
島
に
つ
い
て
は
、
一
四
七
一
年
に
撰
進
さ
れ
た
『
海

東
諸
国
紀
』
の
対
馬
島
の
項
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
道
路
里
数
を
示
し
て
、

我
が
慶
尚
道
東
莱
県
の
富
山
浦
よ
り
対
馬
島
の
都
伊
沙
只
に
至
る
ま
で
四
十

八
里
。

0
都
伊
沙
只
よ
り
船
越
浦
に
至
る
ま
で
十
九
里
。

と
あ
る
。
ま
た
八
郡
を
示
し
た
冒
頭
に
豊
崎
郡
を
あ
げ
て
「
或
は
都
伊
沙
只
郡

と
称
す
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
は
岩
波
文
庫
本
の
注
に
よ
っ
て
、
現
在
の
長



崎
県
上
県
郡
上
県
町
・
上
対
馬
町
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
し
か
し
こ
の
前
に
滞

在
し
た
草
那
浦
に
該
当
す
る
地
名
が
見
ら
れ
な
い
。
ソ
ウ
ナ
ウ
ラ
と
で
も
云
う

の
で
あ
れ
ば
沙
愁
那
浦
が
や
や
近
い
名
称
の
よ
う
で
あ
る
。
現
在
の
上
県
町
佐

須
奈
で
あ
る
。
四
百
余
戸
の
大
集
落
で
あ
る
。
対
馬
島
で
こ
れ
に
相
当
ま
た
は

こ
れ
を
超
え
る
集
落
は
、
沙
加
浦
（
峰
町
佐
賀
）
五
百
余
戸
、
桂
地
浦
（
難
知
）

四
百
余
戸
、
美
女
浦
（
峰
町
三
根
）
六
百
五
十
余
戸
、
愁
毛
浦
（
美
津
島
町
洲

藻
）
四
百
余
戸
の
四
例
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
居
館
を
構
え
た
新

伊
四
郎
の
叔
父
は
、
宗
氏
に
連
な
る
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

薩
摩
で
投
宿
し
た
旧
主
人
の
家
と
は
、
薩
摩
三
州
太
守
島
津
源
忠
国
の
居
館
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
草
那
浦
の
居
館
も
ま
た
こ
れ
に
相
当
す
る
有
力

者
の
家
で
あ
り
、
新
伊
四
郎
は
そ
の
甥
で
あ
っ
た
。
『
海
東
諸
国
紀
』
に
は
、
一

四
六
八
年
に
遣
使
来
朝
し
た
も
の
と
し
て
、
佐
須
那
代
官
平
朝
臣
宗
石
見
守
国

吉
と
称
す
る
者
が
見
ら
れ
る
。
新
伊
四
郎
ら
ニ
ー
九
が
投
宿
し
た
旧
主
人
で
あ

り
か
つ
叔
父
に
あ
た
る
者
の
家
と
は
、
佐
須
那
代
官
宗
国
吉
の
居
館
で
あ
っ
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

琉
球
国
の
日
本
人
通
事
は
、
金
非
衣
ら
に
対
し
て
「
汝
の
国
の
都
邑
の
官
庁

有
る
が
ご
と
し
」
と
久
米
村
の
天
使
館
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み

る
と
、
単
に
朝
鮮
語
が
理
解
で
き
た
と
云
う
だ
け
で
な
く
、
新
伊
四
郎
の
よ
う

な
立
場
の
人
物
と
関
わ
っ
て
、
李
朝
の
文
化
に
も
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
物
を
通
事
と
し
て
登
用
す
る
こ
と
は
、
尚
真
王
母
が
新
伊
四
郎

の
よ
う
な
対
馬
島
の
宗
氏
に
連
な
る
博
多
商
人
や
、
そ
れ
に
添
っ
た
李
朝
お
よ

び
日
本
の
事
情
に
通
じ
た
日
本
人
通
事
を
信
頼
の
お
け
る
側
近
と
し
て
位
置
付

け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
『
海
東
諸
国
紀
』
の
薩
摩
州
の
項
に
、

遣
使
来
朝
者
と
し
て
一

0
名
の
人
名
を
示
す
が
、
こ
の
内
の
五
名
に
は
「
宗
貞

国
の
請
を
以
て
接
待
す
」
と
付
記
し
て
い
る
。
対
李
朝
と
の
交
流
に
は
一
四
六

八
年
か
ら
対
馬
の
島
主
と
な
っ
た
宗
貞
国
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
が
解
る
。
薩
摩
が
対
馬
島
主
の
協
力
を
得
て
対
朝
鮮
交
易
を
維
持
し
た
よ
う

に
、
宗
氏
に
連
な
る
新
伊
四
郎
は
、
薩
摩
の
島
津
氏
に
連
な
る
太
守
の
支
持
を

得
て
、
対
琉
球
交
易
の
ル
ー
ト
を
確
保
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
尚
真
の
母
オ
ギ
ャ
ヵ

尚
真
の
母
は
、
一
四
七
七
年
に
は
琉
球
国
の
女
主
で
あ
っ
た
。
琉
球
国
人
が

漂
流
民
金
非
衣
ら
に
対
し
、

国
王
斃
じ
、
嗣
君
年
幼
な
り
。
故
に
母
后
朝
に
臨
む
、
小
郎
、
年
長
ず
れ
ば

則
ち
当
に
国
王
と
為
る
べ
し
。

と
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
尚
真
は
王
位
に
就
く
以
前
で
、
そ
の
母
が

女
帝
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
状
況
で
あ
っ
た
。
『
中
山
世
譜
』
尚

真
王
の
項
に
は

父
、
尚
園
王

母
、
月
光

と
あ
る
。
こ
の
月
光
が
女
主
の
こ
と
で
あ
る
。
同
書
の
尚
円
王
の
項
に
は

妃
、
世
添
大
美
御
前
加
那
志
。
童
名
、
宇
喜
也
嘉
。
号
、
月
光
。
（
父
名
不
＞

伝
。
始
称
＿
一
世
添
御
殿
大
按
司
加
那
志
↓
正
統
十
年
乙
丑
生
。
弘
治
十
八
年

乙
丑
。
三
月
一
日
菟
。
寿
六
十
一
。
葬
＿
＿
干
玉
陵
＿
） 四



王
有
＿
一
男
一
女
↓

世
子
日
ー
ー
尚
真
↓
（
後
登
ー
ー
王
位
-
)

女
子
日
＿
＿
聞
得
大
君
加
那
志
↓
童
名
、
音
智
殿
茂
金
。
号
、
月
清
（
無
＞

(
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後
。
皆
月
光
所
＞
生
也
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

女
帝
と
も
云
え
る
人
物
に
し
て
は
そ
の
史
料
が
少
な
い
観
が
す
る
。
出
生
の

年
は
正
統
一

0
年
（
一
四
四
五
）
没
年
は
弘
治
一
八
年
（
一
五

0
五
）
三
月
一

日
で
、
年
六
一
歳
、
玉
陵
に
葬
さ
れ
て
い
る
。
尚
円
以
前
の
王
た
ち
は
、
「
中
山

世
譜
」
に
よ
る
と
尚
思
紹
王
、
尚
巴
志
王
、
尚
忠
王
、
尚
思
達
王
、
尚
金
福
王
、

尚
泰
久
王
、
尚
徳
王
と
第
一
尚
王
統
の
王
た
ち
が
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
そ
の

す
べ
て
に
つ
い
て
「
母
・
妃
、
不
＞
伝
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
尚
円

王
妃
に
対
す
る
扱
い
は
、
王
妃
の
存
在
に
対
し
て
も
配
慮
さ
れ
た
最
初
の
事
例

で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
妃
は
「
父
名
不
伝
」
と
あ
る
が
、
以
後
の
妃
に
つ
い

て
は
、
某
氏
某
女
、
と
そ
の
出
身
氏
族
も
明
記
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
、

尚
円
王
妃
に
つ
い
て
は
そ
の
出
身
氏
族
が
不
明
で
あ
る
と
し
て
こ
の
よ
う
な
結

果
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
生
没
年
が
明
ら
か
な
の
は
、
玉
陵
に
葬
さ
れ
、
供

養
の
た
め
の
位
牌
が
存
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
に
も
出
身
氏
族
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
尚
円
王
を
嗣

い
で
弟
の
尚
宣
威
が
王
位
に
つ
く
が
、
隠
居
し
て
領
地
の
越
来
へ
移
り
、
即
位

し
た
年
の
八
月
四
日
に
、
歳
四
八
オ
で
他
界
し
た
。
「
中
山
世
鑑
」
に
よ
る
と
、

御
位
牌
ハ
、
義
忠
龍
幸
ト
テ
、
園
覚
寺
客
殿
二
在
ス
、
其
孫
子
、
継
来
シ
テ
、

(
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今
ノ
越
来
道
房
養
黙
、
其
後
胤
也
。

琉
球
の
宗
教
と
尚
園
王
妃

正
統
三
年
戊
午
。
歳
二
十
四
。
党
棄
ー
ー
田
園
↓
自
携
二
妻
弟
↓
渉
』
海
至
二
干
国

頭
↓
既
居
数
年
。
亦
居
数
年
。
亦
如
＞
此
。
金
丸
婁
＞
心
持
乙
之
。
終
不
＞
見
＞

容。正
統
六
年
辛
酉
。
歳
二
十
七
。
又
携
-I
妻
弟
↓
始
至
二
首
里
↓

と
伝
え
、
以
後
は
尚
泰
久
王
に
認
め
ら
れ
、
昇
進
の
道
を
た
ど
っ
た
と
さ
れ
て

を

五

と
あ
り
、
宣
徳
五
年
(
-
四
三

0)
の
誕
生
、
成
化
一
三
年
(
-
四
七
七
）
八

月
四
日
の
他
界
が
位
牌
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
非
衣
ら
の
漂
流

民
が
沖
縄
本
島
に
到
着
し
た
の
は
一
四
七
八
年
春
で
、
帰
国
の
た
め
に
出
発
す

る
の
が
同
年
八
月
一
日
で
あ
る
か
ら
、
「
中
山
世
譜
』
に
尚
真
は
「
明
、
成
化
十

三
年
（
一
四
七
七
）
丁
酉
、
即
位
。
」
と
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
成
化
一
四
年

に
明
国
か
ら
冊
封
を
う
け
て
、
名
実
と
も
に
中
山
王
と
し
て
認
知
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
一
四
七
七
年
二
月
に
尚
真
を
支
持
す
る
宗
教
儀
礼
「
君

手
摩
」
が
あ
っ
て
か
ら
、
翌
年
の
尚
真
冊
封
ま
で
の
期
間
が
、
尚
真
王
母
が
女

主
と
し
て
琉
球
を
統
治
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
尚
王
統
で
初
代
の
王
と
な
っ
た
尚
円
に
つ
い
て
『
中
山
世
鑑
』
に
は

(-Ill
＿
五
）

尚
圏
公
ハ
、
北
夷
伊
平
也
嶋
、
伊
是
那
、
首
見
ノ
人
也
。
永
楽
十
三
年
乙
未

御
誕
生
。
字
ハ
思
徳
金
ト
ゾ
申
ケ
ル
。

と
あ
る
。
そ
の
後
、
正
統
三
年
(
-
四
三
八
）
に
二
四
歳
の
と
き
「
妻
子
ヲ
相

具
シ
、
扁
舟
二
棒
シ
テ
（
中
略
）
始
メ
テ
国
頭
ニ
ゾ
渡
リ
給
」
と
あ
る
。
尚
宣

威
の
項
で
は
「
五
歳
ニ
テ
、
父
母
二
離
レ
、
兄
尚
圏
公
二
養
育
セ
ラ
レ
、
九
歳

ノ
時
、
兄
二
従
テ
、
此
地
二
渡
リ
給
」
と
あ
る
。
『
中
山
世
譜
」
に
は
こ
の
こ
と



四
、
童
名
、
号
、
神
号

い
る
。
『
中
山
世
鑑
』
に
妻
子
を
伴
っ
て
と
か
、
尚
宣
威
が
兄
に
従
っ
て
伊
是
那

を
離
れ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
尚
円
に
当
時
子
供
が
い
た
こ
と
を
伝
え
る
史
料

が
見
え
な
い
。
そ
れ
を
『
中
山
世
譜
』
は
、
妻
と
弟
を
伴
っ
て
沖
縄
本
島
に
渡

っ
た
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
尚
円
二
四
歳
、
尚
宣
威
九
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
尚

円
に
妻
が
い
た
と
す
る
の
は
自
然
な
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
尚
真
の
母
で
あ
り
、

尚
円
の
妻
で
あ
っ
た
月
光
が
生
ま
れ
た
の
は
こ
の
七
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
月

光
が
尚
円
の
妻
に
な
っ
た
の
は
、
尚
真
出
生
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一

四
六
五
年
で
、
こ
の
と
き
尚
円
は
五
一
歳
で
、
御
物
城
御
鎖
側
官
を
務
め
、
月

光
は
ニ
ー
歳
で
あ
っ
た
。

月
光
の
童
名
は
宇
喜
也
嘉
で
あ
る
。
ウ
キ
ャ
カ
と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
娘
の
童
名
は
音
智
殿
茂
金
、
尚
真
の
娘
は
真
鍋
樽
、
尚
清
の
夫
人
は
真
鶴
金
、

真
美
那
古
金
で
、
鶴
・
鍋
・
樽
・
金
な
ど
を
含
み
も
つ
例
が
多
い
。
月
光
の
場

合
は
こ
の
類
型
に
は
お
さ
ま
ら
な
い
名
称
で
あ
る
。
月
光
の
子
で
あ
る
尚
真
は

「
童
名
真
加
戸
樽
金
。
神
号
、
於
義
也
嘉
茂
慧
。
」
で
、
．
童
名
は
他
の
娘
た
ち
の

類
型
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
神
号
は
明
ら
か
に
母
月
光
の
名
を
継
嗣
し
た

も
の
で
あ
る
。
即
ち
月
光
の
童
名
で
あ
る
宇
喜
也
嘉
に
茂
慧
を
加
え
て
、
於
義

也
嘉
茂
慧
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

尚
円
と
同
じ
年
令
で
あ
っ
た
尚
泰
久
王
の
神
号
は
、
那
之
志
輿
茂
伊
ま
た
は

文
世
王
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
輿
茂
伊
と
尚
真
に
つ
け
ら
れ
た
茂
慧
と
は
同

じ
意
味
で
、
某
に
思
わ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
名
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
聞
得
大
君
ぎ
や

“
“
上
さ

降
れ
て
降
れ
栄
よ
わ
ち
へ

出
即
い
ても

(
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お
ぎ
や
か
思
い
に
み
お
や
せ

宗
教
儀
礼
の
場
で
巫
女
が
オ
モ
ロ
を
唄
う
場
合
に
は
、
王
の
名
は
神
号
が
用

い
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
尚
真
の
よ
う
な
中
国
風
の
名
は
、
対
中
国
交
易
に
使

用
さ
れ
、
国
内
の
儀
礼
で
は
女
神
官
た
ち
に
よ
っ
て
神
号
が
使
用
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
尚
真
の
場
合
に
は
『
中
山
世
鑑
』
に
よ
る
と
、
尚
円
の
他
界
後
、

王
位
就
任
儀
礼
と
し
て
の
キ
ミ
ホ
コ
リ
に
、
君
々
・
神
々
が
登
場
し
、
託
宣
が

首
里
ヲ
ハ
ル
テ
ダ
コ
ウ
ガ
、
ヲ
モ
ヒ
子
ノ
ア
ソ
ビ
、
ミ
モ
ノ
ア
ソ
ビ
、
ナ
ヨ

レ
バ
ノ
ミ
モ
ノ

と
オ
モ
ロ
が
唄
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
尚
宣
威
は
次
期
の
王
は
自
分
で

は
な
く
、
尚
真
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
「
首
里
に
お
い
で
に

な
る
テ
ダ
（
日
）
の
思
い
子
」
と
は
尚
真
を
さ
す
と
し
て
尚
宣
威
は
身
を
退
い

た
わ
け
で
あ
る
。
王
を
意
味
す
る
テ
ダ
の
思
い
子
と
唄
い
な
が
ら
、
現
実
に
は

王
妃
で
あ
る
月
光
の
童
名
ウ
キ
ャ
カ
を
と
っ
て
、
そ
の
思
い
子
と
す
る
神
号
が

尚
真
に
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

号
で
あ
る
月
光
の
意
味
は
、
王
が
テ
ダ
（
日
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
妃
を
月

と
し
て
位
置
付
け
、
月
の
光
と
で
も
い
っ
た
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
尚
王

統
の
本
貫
地
で
あ
る
佐
敷
村
の
城
御
嶽
の
内
と
、
同
じ
城
内
に
昔
は
佐
敷
按
司

あ
っ
て

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
第
一
巻
に
、
オ
ギ
ャ
カ
モ
イ
が
盛
ん
に
唄
わ
れ
て
い
る
。

六



五、

の
ろ

の
蔵
敷
の
あ
っ
た
殿
が
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
て
佐
敷
巫
が
祭
祀
す
る
苗
代
之
殿

が
あ
る
。
「
琉
球
国
由
来
記
』
で
は
こ
れ
に

(
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此
殿
ノ
庭
二
月
白
卜
云
イ
ベ
ア
リ
。
祭
之
時
二
尊
ー
ー
敬
之
一
也

と
注
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
佐
敷
按
司
で
あ
る
尚
巴
志
と
、
そ
れ
以
後
の
王
た

ち
を
守
護
す
る
宗
教
施
設
と
し
て
苗
代
之
殿
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
月
白
と
称
す

る
聖
所
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
王
と
月
白
の
連
携
を
、
第
二
尚

王
統
初
代
の
王
尚
円
と
そ
の
妃
が
継
承
す
る
も
の
と
し
て
、
月
白
の
名
を
う
け

て
月
光
を
号
と
し
、
月
白
が
王
の
守
護
を
し
た
の
と
同
様
に
、
月
光
が
君
々
や

神
々
を
統
括
し
て
王
の
守
護
を
働
き
か
け
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

宇
喜
也
嘉
の
言
葉
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
童
名
で
あ
る
か
ら
ウ
キ
ャ
ヵ

の
嘉
は
児
を
意
味
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
『
琉
球
国
由
来
記
』
で
は
「
自
二

那
覇
ー
首
里
往
復
之
浮
道
、
航
渡
之
江
也
。
於
＞
荘
集
二
国
中
之
船
一
而
架
＿
＿
船

顧
、
」
と
船
橋
を
浮
道
と
称
し
て
い
る
。
水
に
浮
か
ぶ
船
の
道
と
で
も
云
う
意

味
で
あ
る
。
同
様
に
考
え
れ
ば
ウ
キ
ャ
は
浮
屋
を
示
し
、
船
そ
の
も
の
を
示
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
ウ
キ
ャ
カ
は
浮
屋
児
と
字
を
あ

て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
船
は
、
当
時
琉
球
を
行
き
来
し
た
商
船
で
、
月
光

の
出
身
と
深
い
関
わ
り
が
織
り
こ
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
所
の
玉
陵
と
オ
キ
ャ
ヵ

数
少
な
い
月
光
に
関
す
る
史
料
の
な
か
で
、
注
目
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
銘
文

が
あ
る
。
伊
是
名
の
玉
御
殿
の
厨
子
の
銘
と
、
首
里
の
玉
御
殿
に
あ
る
碑
文
で

あ
る
。
伊
平
屋
島
諸
見
村
に
は
、
金
丸
王
加
那
志
御
屋
敷
が
あ
る
。
尚
円
王
の

琉
球
の
宗
教
と
尚
園
王
妃

七

出
身
地
と
し
て
の
旧
跡
で
あ
る
。
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
は
、
こ
れ
に
続
い
て
玉

御
殿
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
（
）
内
は
割
注
で
あ
る
。

玉
御
殿

伊
是
名
ノ
海
涯
、
岩
カ
ケ
ノ
嶺
ノ
麓
ニ
ア
リ
。
戌
亥
の
方
二
向
。
御
門
、
戌

の
方
二
向
＾
注
略
〉
尚
真
王
御
代
二
御
建
立
為
＞
被
＞
遊
由
、
伝
ア
リ
。
長
三

間
、
横
二
間
ノ
家
、
瓦
蓋
有
＞
之
。
比
内
二
長
二
間
、
横
九
尺
ノ
板
蓋
有
y

之
。
其
内
唐
石
ノ
厨
子
ニ
ツ
居
（
一
ツ
、
高
三
尺
九
寸
五
分
、
長
二
尺
三
寸

五
分
、
横
一
尺
七
寸
。
左
柱
ノ
銘
二
「
ヲ
ソ
ヒ
オ
ド
ン
ノ
大
ア
ン
ジ
ヲ
ギ
ャ

カ
」
右
柱
銘
「
ヲ
モ
ヒ
真
ゼ
ニ
ガ
ネ
ガ
御
物
」
ト
ア
リ
。
前
立
ク
ミ
両
方
ニ

キ
リ
ン
ノ
ホ
リ
付
、
其
下
ニ
ッ
カ
柱
ノ
形
ホ
リ
付
ア
リ
。
蓋
二
屋
形
瓦
フ
キ

タ
ル
体
ニ
テ
、
棟
ノ
真
中
二
妙
星
ノ
玉
火
ノ
テ
巻
タ
ル
体
ア
リ
。
棟
ノ
両
方

ノ
端
二
鴎
吻
ノ
形
。
破
風
ノ
サ
キ
四
方
二
獅
子
象
居
ル
。
台
四
方
ノ
角
二
鬼

面
、
前
ノ
左
右
ニ
カ
ラ
ク
サ
・
牡
丹
ホ
リ
付
ア
リ
。
一
っ
銘
ナ
シ
。
＾
中
略
〉
）

御
骨
被
ー
ー
蔵
置
一
也
。

同
様
の
記
事
が
他
の
資
料
に
も
見
え
る
の
で
、
参
考
の
た
め
に
そ
の
銘
文
の

み
を
「
伊
是
名
村
史
』
に
よ
っ
て
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

0
『
伊
平
屋
島
旧
記
集
」

左
之
柱
に
よ
そ
ひ
お
と
ん
の
大
あ
ん
じ
お
き
や
か

右
之
柱
に
お
も
ひ
真
セ
に
か
ね
の
御
物

0
同左
の
柱
二
よ
り
ひ
お
と
ん
の
大
阿
ん
じ
お
き
や
か

右
の
柱
に
お
も
ひ
黄
せ
ま
か
ね
の
御
物



0
『
琉
球
国
旧
記
』

左
柱
有
＞
銘
。
以
＿
一
番
字
一
書
＞
之
云
。
与
曽
御
殿
之
大
按
司
遠
幾
也
嘉
。
右
柱

亦
以
ー
一
番
字
一
銘
云
。
思
真
銭
金
加
御
物
前
。

左
右
の
柱
の
銘
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
内
容
と
見
る
と
、
ヨ
ソ
ヒ
オ
ド
ン
ノ

大
ア
ン
シ
ヲ
ギ
ャ
カ
と
、
ヲ
モ
ヒ
真
ゼ
ニ
ガ
ネ
に
か
か
わ
る
厨
子
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
左
柱
の
銘
の
う
ち
、
ヨ
ソ
ヒ
オ
ド
ン
ノ
大
ア
ン
シ
は
、
『
中
山
世
譜
』

尚
円
妃
の
項
に
、
世
添
大
美
御
前
加
那
志
と
し
、
こ
れ
に
「
始
称
＿
一
世
添
御
殿
大

按
司
加
那
志
f

」
と
あ
る
の
に
一
致
す
る
。
ヲ
ギ
ャ
カ
は
同
書
に
示
す
童
名
宇
喜

也
嘉
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
尚
円
王
妃
月
光
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
世
添
御
殿

大
按
司
加
那
志
か
ら
世
添
大
美
御
前
加
那
志
に
称
号
を
変
え
た
の
で
あ
れ
ば
、

厨
子
は
そ
の
前
の
時
期
に
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
世
添

と
は
、
世
を
治
め
る
と
か
、
世
を
統
べ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
大
美
御
前

加
那
志
と
は
尊
称
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
大
按
司
加
那
志
は
、
尚
徳
の

神
号
を
八
幡
之
按
司
、
尚
円
の
神
号
を
金
丸
按
司
添
末
続
之
王
仁
子
と
称
し
た

按
司
に
「
大
」
を
付
し
た
称
号
で
あ
る
か
ら
、
琉
球
の
女
王
と
し
て
君
臨
し
て

い
た
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
右
の
柱
の
ヲ
モ
ヒ
真
ゼ
ニ
ガ
ネ

に
つ
い
て
、
高
良
倉
吉
氏
は

尚
円
の
姉
、
初
代
の
伊
平
屋
の
阿
母
加
那
志
と
伝
え
ら
れ
る
人
物
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
彼
女
の
名
前
の
下
に
つ
く
「
御
物
」
と
は
、
他
の
用
例
と
あ
わ
せ

て
考
え
る
と
、
当
人
の
も
の
、
つ
ま
り
そ
の
人
物
の
被
葬
さ
れ
る
石
棺
を
指

よ
そ
ひ
お
と
ん
の
大
あ
ん
じ
お
き
や
か
お
も
ひ
ま
せ
に
か
ね
か
御
物

〇
同

す
文
言
で
あ
る
。
右
有
銘
石
棺
に
初
代
の
阿
母
加
那
志
が
収
め
ら
れ
て
い
る

．
点
は
ひ
と
ま
ず
確
認
で
き
た
が
、
さ
て
、
問
題
は
「
よ
そ
ひ
を
ど
ん
の
大
あ

ん
じ
お
ぎ
や
か
」
の
ほ
う
で
あ
ろ
う
。
世
添
御
殿
大
按
司
オ
ギ
ャ
カ
と
は
尚

円
妃
、
す
な
わ
ち
尚
真
の
母
后
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か

し
、
何
故
に
尚
円
妃
が
初
代
阿
母
加
那
志
と
と
も
に
一
基
の
「
唐
石
厨
子
」

(6) 

に
収
ま
り
、
し
か
も
伊
是
名
玉
御
殿
内
に
安
葬
さ
れ
て
い
る
の
か
。

と
疑
問
を
提
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
尚
円
妃
も
こ
こ
に
合
葬
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
こ
の
厨
子
が
造
ら
れ
た
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
真
ゼ
ニ

ガ
ネ
ガ
御
物
」
と
あ
る
の
は
、
尚
円
の
姉
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
と
あ
る
が
、

ヲ
ギ
ャ
カ
に
は
名
の
み
示
し
て
「
ガ
御
物
」
の
表
記
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ

れ
は
真
ゼ
ニ
ガ
ネ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
オ
ギ
ャ
カ
の
物
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
一
般
に
、
左
右
の
柱
に
縦
書
き
さ
れ
た
文
は
、
ま
ず
右
の
行
を
読
み
、

続
い
て
左
の
文
を
読
む
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
は
、
ヲ
モ

ヒ
真
ゼ
ニ
ガ
ネ
ガ
御
物
、
ヨ
ソ
ヒ
オ
ド
ン
ノ
大
ア
ン
ジ
ヲ
ギ
ャ
カ
と
な
る
の
で

あ
ろ
う
。
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
湯
合
は
、
左
柱
に
王
妃
の
名
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
こ
れ
を
記
し
た
こ
と
か
ら
こ
れ
に
続
い
て
右
柱
の
文
を
次
に
記
す
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
後
こ
の
読
み
の
順
序
が
踏
襲
さ
れ
て
、
こ
の
厨

子
は
ヲ
ギ
ャ
カ
と
真
ゼ
ニ
ガ
ネ
の
二
人
の
物
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
本
来
こ
の
厨
子
は
、
真
ゼ
ニ
ガ
ネ
の
た
め
に
造
ら
れ
た

物
で
あ
り
、
こ
れ
を
製
作
さ
せ
た
の
が
ヲ
ギ
ャ
カ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
尚
円
王
の
姉
の
厨
子
を
用
意
す
る
場
合
、
尚
円
が
健
在
で
あ
れ

ば
こ
こ
は
当
然
金
丸
（
尚
円
）
が
製
作
し
、
尚
真
治
政
中
で
あ
れ
ば
尚
真
が
製

八



作
者
と
し
て
名
を
留
め
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
月
光
の
旧
称
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
こ
れ
が
尚
円
の
他
界
後
で
、
尚
真
が
冊
封
を
う
け
る
前
と
い
う
時
期
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
女
主
の
発
注
に
ふ
さ

わ
し
い
厨
子
を
作
ら
せ
た
こ
と
に
は
、
月
光
に
は
墓
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
思

い
い
れ
が
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

沖
縄
の
墓
は
、
親
族
ご
と
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
個
人
墓
で
は

な
く
、
親
族
群
の
な
か
に
順
次
追
葬
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
王
や
王
妃
は

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
本
貫
地
の
親
族
墓
に
葬
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
王
や
王
妃
の
個
人
墓
が
単
独
で
存
在
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
し
、

各
王
や
王
妃
の
墓
地
が
そ
れ
ぞ
れ
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ

ろ
う
。
『
女
官
御
双
紙
』
に
、
伊
平
屋
の
阿
母
嘉
那
志
に
関
し
て

(
7
)
 

0
初
の
あ
む
か
な
し
よ
り
代
:
‘
伊
平
屋
島
の
玉
御
殿
に
葬
ら
る
由
也

と
あ
り
、
複
数
の
納
骨
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

尚
円
は
伊
是
名
の
出
身
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
父
親
で
あ
る
尚
稜
王
は

『
中
山
世
譜
』
に
「
乃
葉
壁
伊
是
名
、
首
見
村
人
也
。
」
と
あ
り

明
、
宣
徳
九
年
（
一
四
三
四
）
甲
寅
。
尚
稜
及
妃
斃
。
（
墓
在
＿
一
葉
壁
↓
今

．
称
ー
ー
其
墓
↓
日
ー
ー
玉
陵
-
)
．

と
さ
れ
て
い
る
の
が
恒
例
に
し
た
が
っ
た
姿
と
い
え
る
。
こ
の
表
現
だ
と
尚
稜

と
妃
が
玉
陵
に
合
葬
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
と
れ
る
が
、
恐
ら
く
王
妃
は

王
と
墓
を
異
に
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

尚
円
が
一
四
七
六
年
七
月
二
八
日
に
他
界
す
る
と
、
見
上
森
陵
に
葬
し
た
。

出
身
地
の
伊
是
名
で
は
首
里
か
ら
あ
ま
り
に
も
遠
隔
の
地
で
あ
り
す
ぎ
た
か
ら

琉
球
の
宗
教
と
尚
園
王
妃

で
あ
ろ
う
。

九

尚
真
王
の
一
五

0
一
年
、
新
に
玉
陵
を
築
い
て
尚
円
王
を
こ
こ
に
移
葬
し
て

い
る
。
尚
円
が
他
界
し
て
二
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
見
上
森
陵
は
最
終
の
葬

地
と
し
て
で
は
な
く
、
第
一
次
葬
の
場
所
と
し
て
あ
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
後
に
尚
円
を
頂
点
と
す
る
第
二
尚
王
統
の
王
陵
と
も
云
う
べ
き
玉

陵
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
先
行
事
例
と
し
て
は
、
第
一
尚

王
統
の
「
佐
敷
よ
う
ど
れ
」
が
参
考
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
玉
陵
の

湯
合
は
、
こ
の
地
に
追
葬
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
人
物
が
厳
し
く
限
定
さ
れ
た

碑
を
伴
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
異
で
あ
る
と
い
え
る
。
即
ち
移
葬
さ
れ
た
尚
円

の
他
に
、
尚
真
、
尚
円
妃
、
尚
円
長
女
と
、
尚
真
の
五
人
の
子
供
た
ち
で
あ
る
。

尚
円
の
長
男
や
尚
真
妃
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
尚
円
と
尚
円
妃
の
み
が
夫
婦
で
、

他
の
配
偶
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
人
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身

親
族
の
墓
に
追
葬
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
す

れ
ば
尚
円
妃
が
こ
こ
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
は
特
異
な
こ
と
で
、
こ
の
碑
を
必
要

と
し
た
―
つ
の
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
五

0
一
年
に
は
尚
円

妃
五
七
歳
、
尚
真
王
は
三
七
歳
、
王
位
嗣
承
者
尚
清
は
五
歳
で
あ
る
。
晩
年
の

月
光
は
、
息
子
尚
真
と
、
そ
の
後
継
者
尚
清
の
庇
護
に
腐
心
す
る
と
共
に
、
自

分
自
身
の
終
焉
の
地
と
し
て
の
親
族
の
墓
地
を
身
近
に
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い

人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
玉
陵
創
設
に
よ
り
一
層
の
執
着
を
い
だ
か
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
．

伊
是
名
玉
陵
に
あ
る
厨
子
の
銘
は
、
『
琉
球
国
旧
記
』
に
は
番
字
で
記
さ
れ
て

い
る
と
あ
る
通
り
、
和
文
に
よ
っ
て
い
る
が
、
首
里
玉
陵
の
碑
文
も
ま
た
番
字



番
字
で
記
録
さ
れ
た
代
表
的
な
書
は
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
と
ノ
ロ
（
巫
女
）

の
辞
令
書
で
あ
る
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
第
一
巻
は
一
五
三
一
年
に
完
成
し
、
最

も
古
い
琉
球
国
の
編
さ
ん
書
で
あ
る
。
納
め
ら
れ
た
神
歌
の
多
く
は
、
巫
女
の

最
高
位
に
あ
る
聞
得
大
君
が
尚
真
王
を
讃
え
る
内
容
を
唄
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
聞
得
大
君
は
尚
円
と
月
光
の
長
女
で
、
一
五

0
一
年
の
玉
陵
碑
文
に
「
き

こ
ゑ
大
き
み
の
あ
ん
し
、
お
と
ち
と
の
も
い
か
ね
」
と
し
て
名
を
連
ね
た
初
代

の
聞
得
大
君
と
考
え
ら
れ
る
。
『
女
官
御
双
紙
』
に
よ
る
と
、

き
こ
ゑ
大
き
み
か
な
し
真
字
聞
得
大
君
嘉
那
志

此
お
ほ
き
み
ハ
、
三
十
三
君
の
最
上
な
り
。
昔
ハ
女
性
の
極
位
に
て
御
座

し
し
に
、
大
清
康
煕
六
丁
未
年
、
王
妃
に
次
御
位
に
改
め
た
ま
ふ
な
り
。

0
き
こ
ゑ
大
君
か
な
し

先
国
王
尚
園
尊
君
の
御
姫

と
記
し
、
琉
球
の
女
神
官
た
ち
の
最
高
位
に
あ
る
巫
女
で
、
そ
の
初
代
は
尚
円

の
娘
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
『
中
山
世
譜
』
尚
円
王
の
項
に
も

王
有
二
男
一
女
↓

世
子
曰
ー
ー
尚
真
↓
（
後
登
ー
ー
王
位
＿
）

六
、
聞
得
大
君
・
三
十
三
君
・
ノ
ロ

で
記
さ
れ
、
月
光
の
名
が
い
ず
れ
も
世
添
大
美
御
前
加
那
志
で
は
な
く
、
こ
れ

以
前
に
使
わ
れ
た
世
添
御
殿
大
按
司
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
ま
た
番
字
と

さ
れ
る
和
文
の
表
現
が
、
月
光
に
と
っ
て
最
も
馴
染
み
の
あ
る
自
己
の
意
思
の

表
現
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
云
え
る
の
で
あ
る
。

女
子
曰
ー
ー
聞
得
大
君
加
那
志
f

童
名
、
音
智
殿
茂
金
。
号
、
月
清
。
（
無
＞

後
。
皆
月
光
所
＞
生
也
）

と
見
え
る
。
号
の
月
清
は
、
母
月
光
の
月
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。
清
は
、

尚
真
に
継
い
で
王
と
な
っ
た
尚
清
の
清
、
ま
た
童
名
マ
ニ
キ
ヨ
タ
ル
カ
ネ
（
真

仁
亮
樽
金
）
の
キ
ヨ
と
関
連
を
持
た
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
月
清
は
尚
清
を
守

護
す
る
巫
女
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
号
を
持
ち
、
初
代
聞
得
大
君
と
し
て
の
巫
女

の
最
高
位
に
つ
く
位
置
付
け
が
な
さ
れ
た
。

僧
袋
中
は
、
琉
球
で
見
聞
し
た
宗
教
に
つ
い
て
、
『
琉
球
神
道
記
』
の
「
キ
ン

マ
モ
ン
事
」
の
項
で
、
三
十
三
君
な
ど
の
存
在
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

キ
フ
フ
ギ
｀
‘I

託
女
三
十
＝
一
人
ハ
皆
以
王
家
也
。
妃
モ
其
一
ツ
ナ
リ
。
聞
補
君
ヲ
長
ト
ス
。

イ
ナ
カ

都
テ
君
卜
称
ス
。
此
外
、
夷
中
辺
土
ノ
託
女
ハ
、
数
モ
定
リ
ナ
シ
。
家
ヲ
モ

起
ズ
。
キ
ン
マ
モ
ン
ニ
、
陰
陽
ノ
ニ
神
ア
リ
。
天
ヨ
リ
下
給
フ
、
ギ
ラ
イ
カ

ナ
イ
ノ
キ
ン
マ
モ
ン
ト
称
ス
。
海
ヨ
リ
上
給
フ
ヲ
、
オ
ボ
ッ
カ
ク
ラ
ノ
キ
ン

(
8
)
 

マ
モ
ン
ト
称
ス
。
都
テ
辮
才
天
ナ
リ
。

こ
れ
は
一
六

0
五
年
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
尚
元
王
妃
で
あ
り
第
三

代
に
な
る
真
和
志
聞
得
大
君
梅
岳
の
他
界
し
た
年
に
あ
た
り
、
尚
永
王
と
妃
坤

功
の
子
で
あ
る
聞
得
大
君
加
那
志
月
嶺
に
地
位
が
継
承
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
て
、

初
代
聞
得
大
君
月
清
時
代
の
祭
祀
組
織
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
託
女

三
士
二
人
は
み
な
王
家
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
は
、
上
級
の
女
神
官
は
す
べ
て

第
二
尚
王
統
の
親
族
関
係
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
妃
モ

其
一
ツ
ナ
リ
」
と
す
る
の
は
、
第
三
代
の
真
和
志
聞
得
大
君
梅
岳
が
尚
元
王
妃

1
0
 



で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
三
十
三
君
を
聞
得
大
君
が
統
轄
す
る
女

神
官
組
織
の
構
造
は
、
初
代
聞
得
大
君
月
清
の
就
任
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
ら
、
玉
陵
碑
文
に
聞
得
大
君
の
名
称
が
初
め
て
見
え
る
頃
を
左
程

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
の
な
い
尚
真
王
治
下
の
時
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

琉
球
の
創
世
神
話
は
、
『
中
山
世
鑑
』
と
こ
れ
に
も
と
づ
く
『
女
官
御
双
紙
」

に
よ
る
と
、
三
男
二
女
が
ま
ず
誕
生
す
る
。
長
男
は
国
王
、
次
男
は
諸
侯
、
三

男
は
百
姓
、
一
女
は
君
々
、
二
女
は
祝
々
の
始
め
と
す
る
。
こ
れ
は
男
性
に
百

姓
、
諸
侯
、
国
王
の
三
階
層
と
、
女
性
の
巫
女
に
君
々
と
祝
々
の
二
階
層
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
根
源
は
異
な
っ
て
い
る
と
す
る
思
想
に
よ
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
『
琉
球
神
道
記
j

で
は
、
ま
ず
三
児
が
登
場
し
、
「
一
リ
ハ
所
所
ノ

主
ノ
始
ナ
リ
。
ニ
リ
ハ
祝
ノ
始
。
三
リ
ハ
土
民
ノ
始
」
と
記
し
て
い
る
。
所
々

の
主
と
は
按
司
た
ち
で
、
祝
は
こ
れ
を
守
護
す
る
巫
女
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
が
『
琉
球
神
道
記
』
に
記
す
「
夷
中
辺
土
ノ
託
女
」
を
さ
す
の
で
あ
ろ

う
。
三
十
三
君
は
こ
の
上
に
立
ち
、
「
君
々
」
と
称
さ
れ
る
者
た
ち
と
祝
（
ノ
ロ
）

と
を
区
分
し
て
い
る
。
聞
得
大
君
は
こ
の
君
々
の
頂
点
に
立
つ
巫
女
で
、
第
二

尚
王
統
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
琉
球
最
高
の
神
を
キ
ン
マ
モ

ン
と
し
て
い
る
が
、
「
都
テ
躾
才
天
ナ
リ
」
と
い
う
。
『
中
山
世
譜
』
第
一
尚
王
統

の
神
号
を
列
記
す
る
と
、

尚
思
紹
王
（
君
志
真
物
）
。
尚
巴
志
王
（
勢
治
高
真
物
）
。
尚
忠
王
（
不
レ

伝
）
。
尚
思
達
王
（
君
日
）
。
尚
金
福
王
（
君
志
）
。
尚
泰
久
王
（
那
之
志
輿
茂

伊
）
。
尚
徳
（
八
幡
之
按
司
、
又
称
世
高
王
）
。

と
な
り
、
三
例
に
は
「
君
」
を
神
号
の
頭
に
冠
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
勢
治

琉
球
の
宗
教
と
尚
園
王
妃

高
」
と
云
い
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
霊
力
の
高
い
こ
と
を
表
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
第
二
尚
王
統
王
家
の
三
十
三
君
を
、
祝
（
ノ
ロ
）
と
せ
ず
に
君

と
し
た
の
は
こ
の
こ
と
を
引
き
継
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
尚
王
統
時
代
の
巫

女
名
と
し
て
、
フ
ミ
ア
ガ
リ
（
踏
上
）
、
ツ
キ
シ
ロ
な
ど
が
あ
り
、
儀
礼
面
で
は

君
テ
ズ
リ
、
君
ホ
コ
リ
等
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
比
べ
て
聞
得

大
君
は
大
和
風
の
名
称
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
琉
球
神
道
記
』
に
は
、
オ
モ
ロ

が
収
録
さ
れ
て
い
て
、
聞
得
大
君
の
こ
と
を
、
キ
ケ
イ
キ
ミ
カ
ナ
シ
と
か
、
キ

ケ
イ
オ
ホ
キ
ミ
、
キ
フ
フ
ギ
ミ
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
伝
承
過
程
で
や
や

変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
で
は

「
き
こ
ゑ
大
ぎ
み
」
と
番
字
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
る
と
、
琉
球
国
人
に

は
馴
染
み
に
く
く
と
も
、
大
和
風
の
名
称
を
儀
礼
の
場
で
使
用
す
る
こ
と
が
意

図
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

尚
思
紹
王
（
一
四

0
六
年
即
位
）
時
代
の
オ
モ
ロ
に
「
き
こ
へ
ば
て
ん
の
ろ
」

が
あ
る
。
湯
天
は
地
方
名
で
、
こ
の
地
方
を
代
表
す
る
ノ
ロ
と
し
て
の
名
称
で

あ
る
が
、
こ
の
父
親
が
サ
メ
ガ
（
尚
思
紹
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

第
一
尚
王
統
初
代
の
王
で
あ
る
尚
思
紹
の
娘
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
第
一
尚
王

統
で
最
高
の
地
位
に
あ
っ
た
巫
女
で
あ
る
。
巫
女
を
ノ
ロ
と
云
い
、
某
君
と
は

称
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
時
期
の
女
神
官
は
某
ノ
ロ
の
名
称
で
組
織
さ
れ
、

第
二
尚
王
統
に
な
っ
て
こ
の
上
部
に
某
君
と
称
す
る
巫
女
組
織
が
王
家
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
第
一
尚
王
統
最
高
の
巫
女
「
き
こ
へ
ば
て

ん
の
ろ
」
の
「
き
こ
へ
」
が
、
そ
の
ま
ま
第
二
尚
王
統
初
代
の
尚
円
王
の
娘
の

名
に
冠
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。



七
、
聖
域
の
再
編
成

琉
球
国
で
最
高
の
聖
地
と
い
え
ば
、
斎
湯
御
嶽
と
さ
れ
て
い
る
。
此
処
は
琉

球
に
穀
物
が
漂
着
し
た
と
い
う
神
話
を
持
つ
久
高
島
を
見
通
す
こ
と
の
で
き
る

高
台
に
あ
る
。
『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
一
三
知
念
間
切
の
項
に

サ
イ
ハ
ノ
嶽
神
号
君
ガ
嶽
主
ガ
嶽
御
イ
ベ
久
手
堅
村

六
御
前
。
一
御
前
大
コ
ウ
リ
。
一
御
前
ヨ
リ
ミ
チ
。
一
御
前
サ
ノ
コ
ウ

リ
。
三
御
前
キ
ヨ
ウ
ノ
ハ
ナ

此
斎
湯
嶽
、
阿
摩
美
久
作
給
フ
ト
也
。
詳
二
中
山
世
鑑
二
見
ヘ
タ
リ
。
右
、

知
念
巫
・
久
手
堅
巫
両
人
祟
所
0

• 

と
あ
る
。
祭
儀
と
し
て
は
、
毎
年
の
正
月
に
初
御
願
、
二
月
に
麦
ミ
シ
キ
ヨ
マ
、

四
月
に
稲
ミ
シ
キ
ヨ
マ
、
九
月
に
麦
初
種
子
・
ミ
ヤ
タ
ネ
、
十
二
月
に
御
結
願

が
あ
り
、
公
庫
か
ら
米
二
斗
五
升
が
だ
さ
れ
、
莱
が
供
さ
れ
る
。
麦
と
稲
の
ミ

シ
キ
ヨ
マ
の
三
日
前
に
、
久
手
堅
巫
が
御
嶽
内
の
御
水
を
首
里
ま
で
届
け
る
と
、

聖
上
、
聞
得
大
君
加
那
志
、
司
雲
上
按
司
が
「
御
撫
被
ら
召
也
」
と
い
う
。
旱
魃

の
時
に
は
友
利
嶽
と
同
じ
よ
う
に
聖
上
の
行
幸
が
あ
る
。
知
念
間
切
の
城
内
友

利
之
嶽
は
、
神
名
は
、
「
知
念
森
添
森
ノ
御
イ
ベ
」
で
知
念
巫
崇
所
と
な
っ
て
い

る
。
斎
場
嶽
の
神
名
は
、
「
君
が
嶽
主
が
嶽
御
イ
ベ
」
で
、
こ
の
君
は
聞
得
大

君
、
主
は
国
王
で
、
中
山
王
府
の
核
と
な
る
聖
地
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

通
常
の
運
用
は
地
元
の
場
天
ノ
ロ
と
久
手
堅
ノ
ロ
に
よ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

第
一
尚
王
統
の
宗
教
的
な
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
聞
得
場
天
ノ
ロ
の
管
轄
地
域

内
に
、
第
二
尚
王
統
の
君
・
主
を
神
名
と
す
る
聖
地
を
、
阿
摩
美
久
が
作
っ
た

八
、
聞
得
大
君
と
大
和
ハ
ン
タ

と
し
て
設
置
し
、
前
代
の
宗
教
形
態
を
発
展
継
承
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
は
な

か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
斎
場
嶽
の
年
中
祭
祀
は
、
豊
作
祈
願
と
雨
乞
い
で

あ
る
が
、
城
内
友
利
之
嶽
で
は
知
念
ノ
ロ
に
よ
る
「
御
崇
」
で
作
物
の
実
り
を

願
う
と
共
に
、

唐
大
和
宮
古
八
重
山
ノ
紅
々
／
上
リ
下
リ
／
オ
ハ
ッ
キ
ャ
A

ト
／
百
ガ
ホ
ウ
ノ
ア
ル
ヤ
ニ
御
守
メ
シ
ョ
ワ
チ
ヘ
／
那
覇
ノ
湊
二
御

引
付
メ
シ
ョ
ワ
チ
ヘ
御
タ
ボ
ヘ
メ
シ
ョ
ワ
レ

と
、
交
易
船
な
ど
が
無
事
盛
ん
に
那
覇
に
就
航
で
き
る
よ
う
祈
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
前
王
統
の
流
れ
を
く
む
巫
が
、
第
二
尚
王
統
へ
の
宗
教
的
支
援
を
す
る
姿

で
、
こ
れ
が
斎
湯
嶽
で
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
聖
地
が
琉
球
各
地
の

御
嶽
の
一
段
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
聖
地
と
し
て
の
認
識
は
強
く
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
伊
是
名
出
身
の
第
二
尚
王
統
に
と
っ
て
、
斎
湯
嶽

を
国
家
最
高
の
聖
地
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
の
意
義
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

強
い
て
言
え
ば
、
前
王
統
の
守
護
者
で
あ
っ
た
場
天
ノ
ロ
の
活
動
地
で
、
こ
れ

を
継
承
す
る
こ
と
、
中
国
や
八
重
山
、
宮
古
へ
の
航
路
と
し
て
重
要
な
場
所
で

あ
っ
た
程
度
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
国
家
的
祭
祀
の
中
で
重
要
性
を
増
す
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
聞
得
大
君
の
就
任
式
で
あ
る
「
新
お
り
」
が
行
わ
れ
る
際
の
重

要
な
聖
地
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

場
天
ノ
ロ
と
聞
得
大
君
に
つ
い
て
、
『
遣
老
説
伝
』
附
巻
に
奇
妙
な
伝
承
が
納

め
ら
れ
て
い
る
。
「
聞
得
大
君
日
本
に
漂
流
の
こ
と
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
内
容



琉
球
の
宗
教
と
尚
圏
王
妃

タ
ジ
ョ
ク
魚
の
寄
事
ハ
、
バ
テ
ン
ノ
ロ
日
本
ヨ
リ
帰
帆
之
時
、
土
産
シ
来
ル

は
、
聞
得
大
君
が
祭
祀
の
た
め
に
久
高
島
に
渡
ろ
う
と
し
て
逆
風
に
あ
い
、
日

本
に
漂
着
し
た
。
そ
の
後
、
琉
球
で
は
旱
魃
が
著
し
く
、
穀
物
が
実
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
諸
現
巫
を
招
集
し
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
聞
得
大
君
が
他
国
に
滞
在

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
云
う
。
そ
こ
へ
君
摩
物
の
神
が
聞
得
大
君
は
日
本
に

逗
留
し
て
い
る
か
ら
迎
え
る
よ
う
に
託
宣
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
場
天
ノ
ロ
は
日

本
に
お
も
む
き
、
聞
得
大
君
を
場
天
浜
（
一
説
に
は
斎
場
嶽
の
下
待
垣
泊
）
に

迎
え
た
。
こ
れ
を
沙
明
嘉
（
場
天
ノ
ロ
の
父
）
が
酒
盃
を
献
じ
て
喜
ぴ
迎
え
る

礼
と
し
た
。
そ
の
後
、
聞
得
大
君
は
本
処
に
は
帰
ら
ず
、
大
里
郡
与
那
原
村
で

過
ご
し
、
他
界
し
て
三
津
嶽
に
葬
ら
れ
た
。
湯
天
ノ
ロ
が
日
本
か
ら
帰
る
と
き
、

多
志
好
魚
を
伴
っ
て
き
た
の
で
、
場
天
ノ
ロ
が
場
天
浜
に
い
る
時
は
そ
の
浜
に
、

与
那
原
に
い
る
時
は
そ
の
浜
に
、
ノ
ロ
に
随
っ
て
こ
の
魚
が
集
ま
っ
て
く
る
と

い
う
。場
天
ノ
ロ
が
、
聞
得
大
君
を
場
天
浜
に
案
内
し
、
こ
れ
を
尚
思
紹
王
（
サ
メ

川
大
主
）
が
喜
び
迎
え
た
と
云
う
こ
と
で
あ
る
が
、
初
代
聞
得
大
君
は
尚
真
の

姉
妹
で
あ
る
か
ら
、
第
一
尚
王
統
の
時
代
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
人
物

が
一
時
期
日
本
に
滞
在
し
た
と
す
る
の
も
現
実
離
れ
を
し
た
物
語
で
あ
り
、
こ

の
問
題
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
伝
承
そ
の
も
の
は
虚
構
で

あ
る
が
、
あ
る
歴
史
的
な
事
実
を
合
理
的
に
理
解
さ
せ
る
た
め
の
方
法
と
し
て

組
み
上
げ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
幸
い
『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
一
三
大
里
間
切

与
那
原
村
の
「
友
盛
ノ
嶽
御
イ
ベ
」
の
項
に
同
じ
伝
承
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、

時
ヨ
リ
、
バ
テ
ン
潟
原
二
寄
ケ
ル
ト
ナ
リ
。
故
二
、
バ
テ
ン
巫
、
泊
二
居
ケ

ル
時
ハ
彼
海
二
寄
、
又
与
那
原
二
居
ケ
レ
バ
被
海
二
寄
タ
ル
由
也
。
至
二
子

今
゜
＿
此
海
二
寄
ケ
ル
時
ハ
古
ヨ
リ
例
ト
テ
、
バ
テ
ン
大
和
ハ
ン
タ
ニ
在
ス

（
聞
得
大
君
御
参
着
之
時
、
坂
迎
仕
タ
ル
故
、
大
和
ハ
ン
タ
ト
云
ヨ
シ
ナ
リ
）

サ
メ
ガ
ト
云
イ
ベ
ニ
祭
リ
、
バ
テ
ン
ノ
ロ
ニ
遣
ス
由
也
。
此
人
、
バ
テ
ン
巫

父
親
ノ
由
、
云
伝
也
。

と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
サ
メ
ガ
と
云
う
の
は
イ
ベ
（
御
嶽
の
祭

神
を
祀
る
聖
域
）
の
名
称
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
場
天
ノ
ロ
の
父
親
の
名
に
由

来
す
る
こ
と
、
こ
こ
を
湯
天
ノ
ロ
を
継
承
す
る
巫
女
が
祭
祀
し
続
け
て
き
た
こ

と
、
こ
れ
が
友
盛
ノ
嶽
御
イ
ベ
（
与
那
原
村
）
の
説
明
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
知
念
間
切
の
城
内
友
利
之
嶽
の
イ
ベ
が
こ
れ
に
あ
た
る
こ
と
等
が
わ
か
る
。

ま
た
そ
の
場
所
は
バ
テ
ン
大
和
ハ
ン
タ
で
、
こ
の
場
所
を
こ
の
よ
う
に
称
し
た

の
は
、
聞
得
大
君
が
こ
の
地
に
来
ら
れ
た
時
に
、
場
天
ノ
ロ
が
坂
迎
え
を
し
た

場
所
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
注
を
加
え
て
い
る
。
伊
勢
信
仰
で
、
講
集
団
の
一
行

が
伊
勢
参
宮
を
終
え
て
出
発
し
た
集
落
に
戻
る
際
、
村
境
に
あ
た
る
よ
う
な
場

所
ま
で
家
族
が
迎
え
に
で
る
こ
と
を
坂
迎
え
と
云
う
が
、
こ
の
湯
所
は
首
里
を

出
発
し
た
聞
得
大
君
の
一
行
を
、
地
元
の
ノ
ロ
た
ち
が
出
迎
え
た
こ
と
を
云
う

の
で
あ
ろ
う
。
聞
得
大
君
を
出
迎
え
る
場
所
を
ど
う
し
て
大
和
ハ
ン
タ
と
大
和

を
冠
し
て
名
付
け
て
い
る
の
か
、
そ
の
説
明
の
た
め
に
、
聞
得
大
君
を
物
語
の

う
え
だ
け
で
も
一
度
日
本
の
地
に
渡
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
得
さ
せ
よ
う
と

し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

聞
得
大
君
は
、
代
々
そ
の
就
任
に
あ
た
っ
て
「
新
下
り
」
と
称
す
る
儀
礼
を



行
う
た
め
に
斎
場
嶽
の
地
を
訪
れ
る
。
バ
テ
ン
巫
火
神
（
新
里
村
）
の
項
に
、

聞
得
大
君
嘉
那
志
ア
ラ
ヲ
レ
ノ
時
、
与
那
原
ニ
テ
、
バ
テ
ン
巫
、
大
君
之
御

前
に
出
、
神
御
名
、
テ
ダ
白
御
神
卜
、
女
御
唄
ノ
フ
シ
ニ
テ
付
上
ゲ
タ
ル
昔

ノ
例
ハ
、
為
＞
有
＞
之
卜
也
。
バ
テ
ン
ノ
ロ
神
名
、
往
古
ハ
テ
ダ
白
卜
云
フ
。

御
同
名
恐
多
ト
テ
、
中
古
、
改
名
之
儀
立
願
仕
ケ
レ
バ
、
神
託
二
、
ヨ
ナ
ワ

シ
大
神
卜
被
＞
下
タ
ル
ト
ナ
リ
。

と
あ
る
。
琉
球
国
王
の
即
位
に
際
し
、
最
高
の
巫
女
か
ら
王
が
神
号
を
受
け
る

キ
ミ
テ
ズ
リ
の
儀
礼
が
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
知
る
一
助
に
な
る
史
料

と
云
え
る
。
こ
こ
で
は
場
天
ノ
ロ
か
ら
聞
得
大
君
に
神
号
を
贈
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
聞
得
大
君
を
頂
点
と
す
る
巫
女
制
が
成
立
し
て
以
降
の
こ
と
で
、
そ
れ

以
前
は
、
場
天
ノ
ロ
が
サ
メ
ガ
と
称
す
る
イ
ベ
で
テ
ダ
白
と
い
う
名
を
王
に
奉

っ
た
儀
礼
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
に
「
女
御
唄
ノ
フ
シ
ニ
テ
付
上

ゲ
」
た
と
あ
る
か
ら
、
オ
モ
ロ
を
唄
っ
て
奉
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
テ
ダ
は
日
神

を
意
味
し
、
琉
球
国
王
を
象
徴
し
て
表
現
す
る
言
葉
に
使
わ
れ
る
。
第
一
尚
王

統
の
尚
思
達
王
の
神
号
を
君
日
（
キ
ミ
テ
ダ
）
と
す
る
の
も
そ
の
一
例
で
あ
ろ

う
。
現
実
に
は
聞
得
大
君
に
テ
ダ
白
の
名
を
贈
っ
た
の
で
、
場
天
ノ
ロ
と
同
じ

名
に
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
が
、
佐
敷
村
の
苗
代
之
殿
の
庭
に
は
月
白
と
い
う

イ
ベ
が
あ
る
こ
と
を
見
る
と
、
王
に
対
し
て
は
テ
ダ
白
、
こ
れ
を
守
護
す
る
巫

女
は
月
白
と
云
い
、
日
月
が
一
対
に
な
っ
た
神
号
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
尚
王
統
の
尚
円
妃
が
月
光
、
そ
の
娘
が
初
代
聞
得
大

君
と
な
っ
て
月
清
を
称
し
た
の
は
、
湯
天
ノ
ロ
の
月
白
を
継
承
し
た
こ
と
に
よ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
タ
ジ
ョ
ク
魚
は
こ
の
儀
礼
の
特
殊
神
鑽
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
月
光
は
通
事
に
日
本
人
を
あ
て
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た

人
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
人
物
や
娘
を
迎
え
る
坂
迎
之
の
場
所
に
、
大
和
を
冠

す
る
地
名
が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
、
新
下
リ
一
行
に
大
和
的
な
文
化
の
継
承
が

意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

九
、
弁
ノ
嶽

首
里
の
南
風
之
平
等
の
鳥
小
堀
村
に
晏
大
嶽
と
晃
小
嶽
が
あ
る
。
「
琉
球
国

冠
＿
＿
子
諸
峰
一
号
晏
嶽
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
那
覇
で
最
も
高
い
位
置
に
あ

り
、
東
シ
ナ
海
・
太
平
洋
が
一
望
で
き
る
。
首
里
の
標
的
に
も
な
り
そ
う
な
御

嶽
で
あ
る
。
国
王
が
知
念
・
玉
城
に
行
幸
す
る
際
に
は
、
そ
の
三
日
前
に
こ
の

御
嶽
に
参
詣
さ
れ
、
小
嶽
の
前
に
あ
る
斎
場
御
嶽
望
御
祭
所
で
祭
礼
が
あ
る
。

尚
清
王
の
時
代
に
参
詣
の
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
初
代
聞
得
大
君
月
清
の

時
代
に
、
斎
湯
嶽
の
蓬
拝
所
を
首
里
城
に
近
い
東
の
高
地
に
設
け
、
小
嶽
ノ
御

イ
ベ
の
神
名
を
天
子
と
名
付
け
て
い
る
。
『
琉
球
神
道
記
』
に
キ
ン
マ
モ
ン
を
「
都

テ
辣
才
天
な
り
。
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
琉
球
で
最
高
の
神
を
奉
る
御
嶽
と
し

て
弁
ヶ
嶽
の
設
置
が
は
か
ら
れ
、
王
城
に
近
い
湯
所
で
王
・
聞
得
大
君
の
親
祭

が
行
え
る
宗
教
施
設
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

1
0、
宗
姓
丹
峰
殿
の
主
女

天
順
七
年
(
-
四
七
一
）
、
琉
球
国
王
の
使
者
で
あ
る
自
端
書
堂
が
朝
鮮
を
訪

れ
て
い
る
こ
と
が
『
海
東
諸
国
紀
』
の
「
琉
球
国
紀
」
に
見
え
る
。
こ
の
人
物

は
『
世
祖
実
録
』
に
見
え
る
自
端
西
堂
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
新
伊
四
郎
が

一四



漂
流
民
金
非
衣
ら
を
連
れ
て
朝
鮮
を
訪
れ
る
八
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃

の
琉
球
で
は
一
四
六
一
年
に
尚
徳
王
が
即
位
し
、
一
四
六
九
年
に
二
九
歳
で
他

界
し
て
い
る
。
そ
し
て
一
四
七

0
年
に
第
二
尚
王
統
初
代
の
尚
円
が
即
位
し
た

そ
の
翌
年
に
あ
た
る
。

中
国
に
対
し
て
は
、
成
化
七
年
(
-
四
七
ー
）
三
月
に
「
琉
球
国
中
山
王
世

子
尚
圃
。
遣
使
臣
察
環
等
。
来
朝
。
貢
方
物
。
報
其
国
王
尚
徳
蔓
逝
。
乃
請
封

爵
。
賜
環
等
宴
井
衣
服
採
段
等
物
。
」
と
あ
り
、
尚
徳
の
他
界
を
世
子
尚
円
が
報

告
し
、
次
期
の
王
と
な
る
冊
封
を
願
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
丘
弘
を
正
使
、

韓
文
を
副
使
と
す
る
冊
封
使
が
遣
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
一
四
七

二
年
三
月
に
も
「
中
山
王
世
子
尚
圏
」
の
使
者
が
中
国
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
し

て
一
四
七
三
年
四
月
に
は
「
琉
球
国
中
山
王
尚
圏
。
遣
王
舅
武
賓
等
。
来
朝
。

貢
方
物
謝
恩
。
宴
賜
如
例
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
尚
徳
王
が
即
位
し
た
場
合
も

そ
う
で
あ
る
が
、
前
王
が
他
界
し
た
場
合
、
そ
の
後
継
者
は
、
世
子
某
と
称
し

て
冊
封
を
願
っ
て
い
る
。
現
実
に
は
す
で
に
世
子
が
王
を
継
い
で
い
て
も
、
中

国
の
冊
封
を
受
け
る
ま
で
は
世
子
某
と
し
て
行
政
に
関
る
形
式
を
と
っ
て
い
た
。

自
端
西
堂
が
訪
朝
し
た
の
は
尚
徳
が
一
四
六
九
年
に
他
界
し
、
そ
の
二
年
後
で
、

次
期
の
王
が
世
子
尚
円
と
し
て
の
立
場
に
あ
っ
た
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
世
子

尚
円
は
ま
ず
一
四
七
一
年
三
月
に
尚
徳
の
他
界
を
中
国
に
報
じ
、
同
年
冬
に
自

端
西
堂
を
訪
朝
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
一
尚
王
統
歴
代
の
王
の
姓
・

号
・
名
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、

今
の
王
の
名
は
中
和
、
時
に
未
だ
号
さ
ず
。
年
十
六
歳
な
り
。
宗
姓
丹
峰
殿

の
主
女
を
姿
る
。
王
弟
の
名
は
於
思
、
年
十
三
歳
な
り
。
次
弟
の
名
は
裁
渓
、

琉
球
の
宗
教
と
尚
園
王
妃

一五

年
十
歳
な
り
。
国
王
の
新
居
の
地
は
中
山
と
名
づ
く
故
に
中
山
王
と
称
す
。

と
あ
る
。
こ
の
時
期
の
琉
球
国
王
は
世
子
尚
円
で
五
七
歳
、
妃
月
光
は
二
七
歳
、

王
子
尚
真
は
七
歳
の
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
事
に
は
情
報
の
混
乱
が
み
ら

れ
る
。
中
和
、
於
思
、
裁
渓
の
三
兄
弟
は
、
琉
球
の
史
書
に
該
当
す
る
人
物
が

見
い
だ
せ
な
い
。
尚
徳
の
児
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
和
は
尚
徳
十
六
歳
の
時
の

子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
中
山
世
鑑
』
尚
徳
王
の
項
に
は

在
位
九
年
、
行
年
、
末
ダ
三
十
ニ
モ
、
不
』
満
二
、
成
化
五
年
（
一
四
六
九
）

己
丑
、
四
月
二
十
二
日
壽
二
十
九
ニ
シ
テ
、
墓
給
ケ
レ
バ
、
時
ノ
振
政
ド
モ
、

幼
稚
ノ
世
子
ヲ
、
立
テ
ン
ト
シ
ケ
ル
ヲ
、
国
人
、
世
子
ヲ
廃
シ
テ
、
内
間
里

主
御
鎖
側
ヲ
ゾ
、
立
奉
ル
。
是
為
ー
ー
中
山
王
尚
圏
↓

と
あ
り
、
中
和
が
尚
徳
の
世
子
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
自
端
西
堂
が
訪
朝

し
た
の
が
こ
の
約
二
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
尚
円
が
中
国
に
冊
封
を
乞
う
た
め

の
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
時
期
で
、
次
期
の
王
と
し
て
の
立
湯
も
安
定
し
て
い

た
頃
で
あ
る
か
ら
、
「
今
の
王
」
と
は
尚
円
を
云
う
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
そ

の
妃
を
「
宗
姓
丹
峰
殿
の
主
女
を
要
る
」
と
あ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
宗
姓
で

あ
る
か
ら
対
馬
島
主
と
同
族
で
あ
る
。
丹
峰
殿
と
云
う
の
は
、
そ
の
人
物
の
居

館
が
あ
る
地
名
に
、
殿
を
付
し
て
呼
ん
だ
名
で
あ
ろ
う
。
丹
は
上
対
馬
島
の
仁

位
地
方
を
、
峰
は
三
根
地
方
の
名
称
を
と
っ
て
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で

宗
氏
と
の
縁
続
き
で
あ
る
こ
と
を
表
面
に
だ
し
て
い
る
こ
と
は
、
対
朝
鮮
の
交

流
に
有
利
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
海
東
諸
国
紀
』
対
馬
島
の
項
に

は、
島
は
海
東
諸
島
の
要
衝
に
在
り
。
諸
酋
の
我
れ
に
往
来
す
る
も
の
は
必
ず
経



る
の
地
な
り
。
皆
な
島
主
の
文
引
を
受
け
て
後
及
ち
来
る
。
島
主
而
下
各
使

船
を
遣
わ
す
。
歳
定
額
有
り
。

と
見
え
、
対
馬
島
主
の
仲
介
で
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
対
馬
島
主
は
宗
貞
国
（
一
四
二

0
ー
九
二
）
で
一
四

七
一
年
に
は
五
一
歳
で
あ
る
。
こ
の
年
に
は
尚
円
妃
が
二
七
歳
で
あ
れ
ば
、
貞

国
と
同
世
代
の
人
物
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
琉

球
国
王
に
関
す
る
情
報
に
不
確
実
性
が
あ
っ
て
も
、
対
馬
島
主
と
朝
鮮
と
の
交

易
は
頻
繁
で
あ
っ
た
の
で
、
王
妃
に
つ
い
て
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
は
思
え
な

い
。
ま
た
『
中
山
世
譜
』
尚
徳
王
の
附
記
に

世
子
及
王
妃
。
避
ら
乱
。
隠
ー
ー
子
真
玉
城
↓
兵
追
試
ら
之

と
あ
り
、
丹
峰
殿
主
女
が
尚
徳
の
世
子
で
あ
る
中
和
の
妃
で
あ
る
可
能
性
は
低

い
。
む
し
ろ
当
時
ま
だ
冊
封
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
が
、
世
子
尚
円
と
し
て
王

位
に
あ
っ
た
そ
の
妃
で
あ
る
月
光
が
丹
峰
殿
主
女
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

琉
球
国
使
と
な
っ
た
自
端
西
堂
に
つ
い
て
は
、
琉
球
の
史
料
に
そ
の
名
が
見

え
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
『
琉
球
国
由
来

記
」
の
「
天
徳
山
円
覚
寺
附
法
堂
」
の
項
に
、

照
堂
坊
主
事
。
照
堂
坊
主
也
、
侍
真
其
職
也
。
侍
真
者
、
本
開
山
之
塔
主
也
。

・（欠）

準
箕
例
-
而
今
主
ー
ー
先
王
之
廟
↓
而
勤
祠
事
一
也
。
使
二
誉
徳
者
主
ュ
之
。

故
登
ー
ー
西
堂
之
位
一
也
。

亭
坊
主
事
。
亭
坊
主
也
、
維
那
其
職
也
。
維
那
者
、
梵
語
也
。
翻
為
二
次
第
f

謂
＞
知
憎
事
次
第
一
也
。
今
奉
二
弁
才
天
堂
之
香
灯
↓
故
称
＞
亭
也
。
坊
主
者
、

僧
別
名
也
。
撰
ー
ー
徳
行
之
人
一
任
5

一
其
職
↓
故
転
ー
ー
西
堂
之
位
一
也
。

と
西
堂
之
位
に
つ
い
て
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
御
施
餓
鬼
之
事
」
で
、

毎
年
七
月
一
三
日
、
円
覚
寺
・
天
王
寺
・
天
界
寺
で
御
生
霊
御
迎
が
あ
る
。
十

四
日
は
円
覚
寺
で
こ
れ
を
行
う
が
、

長
老
・
西
堂
・
経
衆
、
都
合
四
十
八
人
。

と
あ
り
、
円
覚
寺
に
西
堂
と
称
す
る
者
が
見
ら
れ
る
。
「
順
次
年
間
住
持
次
第
」

に
は
「
実
山
長
老
、
喜
山
長
老
、
心
了
長
老
」
に
続
い
て
九
名
の
者
が
某
西
堂

と
称
し
て
い
る
。
琉
球
第
一
の
寺
院
で
あ
る
円
覚
寺
に
関
わ
る
者
が
、
使
者
と

な
っ
て
朝
鮮
に
赴
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

尚
徳
没
後
の
政
権
交
替
と
、
新
政
権
を
庇
護
す
る
仏
教
寺
院
の
経
典
取
得
で
は

な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
『
海
東
諸
国
紀
』
筑
前
州
の
項
に
、

護
国
道
安

曽
て
琉
球
国
使
と
し
て
我
れ
に
来
聘
し
、
是
に
因
り
て
往
来
す
。
乙
亥
年
（
一

四
五
五
）
来
り
て
固
書
を
受
く
。
丁
丑
年
（
一
四
五
七
）
、
来
り
て
職
を
受

く
。
大
友
殿
の
管
下
な
り
。

と
あ
り
、
一
四
五
五
年
に
訪
朝
し
て
図
書
を
受
け
た
者
が
、
一
四
五
七
年
に
再

び
訪
朝
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
同
項
で
、

信
重
丙
子
年
（
一
四
五
六
）
、
遣
使
来
朝
す
。
書
に
、
筑
前
州
冷
泉
津
藤
原
左
藤
四

郎
信
重
と
称
す
。
歳
遣
一
船
を
約
す
。
辛
卯
（
一
四
七
一
）
冬
、
琉
球
国
王

使
を
以
て
来
り
、
中
枢
府
同
知
事
を
受
く
。
博
多
の
富
商
定
清
の
女
壻
な
り
。

大
友
殿
の
管
下
な
り

と
あ
り
、
博
多
商
人
の
女
壻
が
自
端
西
堂
と
共
に
訪
朝
し
、
こ
ち
ら
は
大
友
氏

一六



の
親
族
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
博
多
商
人
新
伊
四
郎
が
琉
球
国

使
と
し
て
訪
朝
す
る
姿
に
近
い
も
の
が
あ
り
、
相
方
が
虚
偽
の
報
告
を
し
あ
っ

た
と
は
思
え
な
い
。
一
四
七
一
年
と
い
う
時
期
は
、
対
馬
島
主
宗
貞
国
を
介
し

て
朝
鮮
と
の
交
流
が
あ
っ
た
の
で
、
宗
家
一
族
の
名
を
持
ち
出
し
て
交
流
を
有

利
に
導
く
の
に
、
あ
ま
り
に
非
現
実
的
な
内
容
を
語
る
こ
と
は
か
え
っ
て
得
策

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

対
馬
島
主
の
系
譜
に
つ
い
て
『
宗
氏
系
譜
』
に
よ
る
と
、
知
宗
は

姿
ー
ー
島
津
氏
女
玉
竺
夫
人
】
有
ー
ー
七
子
↓
日
弥
次
郎
左
衛
尉
重
尚
（
中
略
）
便
夫

人
島
津
氏
之
所
＞
生
也
。

と
あ
り
、
こ
の
長
子
が
次
の
島
主
を
継
い
で
お
り
、
『
十
九
公
賓
録
』
国
守
公
実

録
（
重
尚
）
の
項
で
も
、
「
前
公
長
子
、
母
島
津
夫
人
」
と
、
島
津
氏
と
の
繋
が

り
を
伝
え
て
い
る
。
対
馬
島
と
薩
摩
は
遠
隔
の
地
で
あ
る
が
薩
摩
が
対
朝
鮮
交

流
を
考
え
る
う
え
で
対
馬
が
殊
の
外
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
海
東
諸
国
紀
』
薩
摩
州
の
項
に
、
一
四
五
七
年
に
島
津
忠
国
（
一
四

0
1
~
六

八
）
の
親
族
で
あ
る
持
久
と
「
歳
遣
一
船
を
約
す
」
と
か
、
一
四
六
七
年
に
薩

摩
三
州
太
守
島
津
源
忠
国
と
「
歳
遣
一
船
を
約
す
」
、
一
四
六
八
年
忠
国
の
従
弟

国
久
が
「
宗
貞
国
の
請
に
よ
り
接
待
す
」
な
ど
と
島
津
氏
は
朝
鮮
と
交
流
し
、

宗
氏
の
支
援
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
伏
線
と
も
い
え
る
宗
氏
と
の
交
流
が
重
尚
の

時
代
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
宗
家
の
親
族
で
あ
る
博

多
商
人
新
伊
四
郎
が
琉
球
国
使
と
し
て
朝
鮮
漂
流
民
を
送
り
届
け
る
際
に
、
新

伊
四
郎
の
旧
主
人
に
あ
た
る
州
太
守
の
居
館
に
逗
留
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宗

家
出
身
の
博
多
商
人
が
島
津
氏
を
介
し
て
琉
球
と
の
交
易
を
展
回
し
て
い
る
姿

琉
球
の
宗
教
と
尚
園
王
妃

一七

で
あ
る
が
、
島
津
氏
が
宗
氏
の
姻
族
で
あ
る
と
い
う
基
盤
に
支
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

婚
姻
に
よ
る
親
族
間
の
相
互
信
頼
の
確
立
は
比
較
的
容
易
な
一
事
例
で
あ
る
。

宗
氏
の
場
合
『
十
九
公
賓
録
』
護
国
公
実
録
に
よ
る
と
、

0
初
公
置
-
―
八
郡
代
一
主
二
営
郡
事
↓
又
令
＿
―
-
立
石
・
俵
・
中
原
・
吉
副
等
族
更

掌
薮
褒
子
孫
世
協
ー
ー
其
職
｛
奉
＞
上
忠
貞
、
歴
ー
ー
数
百
年
｛
絶
無
ー
ー
背
叛
-

後
世
偲
為
＿
一
美
談
一
云

と
あ
り
、
宗
家
と
家
臣
と
の
信
頼
関
係
を
美
談
と
た
た
え
て
い
る
。
こ
れ
に
は

『
宗
氏
家
譜
』
貞
国
君
の
項
に

―
女
将
嫁
乏
家
臣
立
石
八
郎
1

既
相
約
未
缶
ビ
婚
薩
ー
而
八
郎
死
宗
氏
服
ン

喪
過
＞
哀
其
後
貞
国
将
＝
改
嫁
d

之
不
み
従
、
即
薙
髪
以
』
か
其
志
ー
改
ー
ー
名
慈

璽
退
居
城
西
山
下
ー
終
身
守
ー
ー
貞
烈
其
所
旨
居
之
室
後
為
禅
渕
今
之
瑞

泉
院
是
也

と
あ
り
、
宗
家
の
女
性
を
家
臣
に
嫁
が
せ
、
姻
族
関
係
の
絆
を
重
視
し
て
い
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
現
実
に
は
嫁
ぐ
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
と

同
じ
事
態
が
持
続
し
た
姿
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
次

の
世
代
に
あ
た
る
材
盛
の
時
代
に
な
る
と
、
長
女
を
立
石
平
左
エ
門
に
嫁
が
せ
、

姻
族
関
係
の
修
復
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

尚
真
の
出
生
は
一
四
六
五
年
で
、
母
オ
ギ
ャ
カ
は
ニ
ー
歳
で
あ
る
。
こ
の
と

き
の
対
馬
島
主
は
宗
成
職
で
四
六
オ
、
次
の
島
主
宗
貞
国
も
同
年
令
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
両
氏
に
近
い
宗
氏
の
親
族
が
丹
峰
殿
の
名
称
で
朝
鮮
に
も
理
解
さ
れ

る
ほ
ど
知
名
度
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



一
、
尚
真
の
出
生
と
天
王
寺

琉
球
の
名
刹
と
さ
れ
る
三
大
寺
は
、
円
覚
寺
・
天
王
寺
・
天
界
寺
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
天
王
寺
は
『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
一

0
に
よ
る
と
、

当
＿
一
成
化
年
間
↓
(
-
四
六
五

S
八
八
）
選
此
龍
脈
地
一
拠
岡
密
体
勢
i`

営
蓬
蠅
永
為
和
穿
宝
詐
万
年
、
無
窮
福
徳
｛
而
山
号
福
源
↓
仰
護
国

天
王
玉
雰
中
尊
一
而
寺
号
ー
ー
天
王
一
也
。
続
構
二
僧
堂
・
香
積
・
大
門
↓
及
為
ニ

（

欠

）

（

欠

）

一
方
之
巨
刹
五
K
。
尚
円
王
旧
居
、
旦
尚
真
王
生
処
也
。

と
あ
り
、
尚
円
王
が
即
位
す
る
ま
で
の
居
館
で
、
こ
こ
で
尚
真
王
が
生
誕
し
、

後
に
尚
円
王
に
よ
っ
て
寺
院
が
こ
こ
に
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
の

（欠）

西
壇
の
項
に
は
「
或
曰
。
此
寺
尚
真
王
建
レ
此
。
余
曰
。
不
妖
然
゜
聞
二
此
音

（欠）

老
↓
尚
円
王
所
五
建
也
。
」
と
も
あ
る
。
開
山
は
円
覚
寺
と
同
じ
芥
隠
禅
師
で

あ
る
。
国
王
出
生
の
屋
敷
地
を
伝
え
る
史
料
は
、
こ
の
尚
真
と
そ
の
父
で
あ
る

尚
円
く
ら
い
で
あ
る
。
国
王
の
世
子
誕
生
は
、
王
城
内
と
さ
れ
て
い
る
記
載
が

な
い
。
妃
や
夫
人
に
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
想
定
で
き
る
が
、
一
般
に

は
出
身
親
族
の
居
所
に
帰
っ
て
出
産
し
、
幼
児
期
を
過
ご
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
尚
円
の
場
合
は
『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
六
旧
跡
の
項
に

金
丸
王
加
那
志
御
屋
敷

伊
平
屋
島
諸
見
村
北
表
、
午
ノ
方
二
向
、
廿
間
角
。
此
内
二
御
謄
所
有
。
巳

午
ノ
間
二
向
、
土
壇
五
間
角
、
前
高
一
尺
七
寸
、
左
右
高
一
尺
。
後
土
壇
ノ

外
、
次
第
上
リ
、
土
壇
真
中
二
、
黒
石
三
ツ
、
高
コ
バ
・
樹
木
有
リ
、
四
方

囲
。
中
比
ヨ
リ
松
有
＞
之
。
且
、
神
ア
シ
ア
ゲ
壱
、
諸
見
ノ
ヒ
ヤ
家
ア
リ
。
右

家
火
神
二
、
公
儀
御
立
願
、
並
島
中
御
祭
礼
所
ニ
テ
、
往
古
ヨ
リ
諸
見
ノ
ヒ

ヤ
子
孫
、
代
々
居
住
、
奉
＞
崇
也
。

と
あ
り
、
尚
円
出
生
の
屋
敷
跡
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
を
尚
円
は
二
四

歳
の
と
き
に
離
れ
て
国
頭
地
方
に
渡
っ
た
。
一
四
四
一
年
、
金
丸
（
尚
円
）
ニ

七
歳
の
と
き
、
妻
と
弟
を
連
れ
て
首
里
に
至
り
、
尚
泰
久
王
に
仕
え
た
。
そ
し

て
一
四
五
四
年
に
尚
泰
久
王
は
、
『
中
山
世
鑑
』
に
よ
る
と

ヲ
リ
シ
モ
、
内
間
ノ
領
主
、
闊
タ
リ
ケ
ル
間
、
内
間
ノ
領
主
ニ
ゾ
成
シ
給

と
見
え
る
。
そ
し
て
一
四
五
九
年
に
は
、
四
五
歳
に
し
て
御
物
城
御
鎖
側
に
任

じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
四
六
九
年
に
尚
徳
が
他
界
す
る
一
年
前
ま
で
こ
の
地

位
に
あ
っ
た
。
尚
真
が
誕
生
し
た
の
は
一
四
六
五
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
金

丸
は
内
間
領
主
御
物
城
御
鎖
側
官
在
任
中
の
こ
と
で
あ
る
。
『
琉
球
国
由
来
記
j

巻
一
四
西
原
間
切
の
項
に
、
旧
跡
と
し
て
御
衣
脱
瀬
（
内
間
高
子
瀬
辺
二
有
）

と
し
、
尚
円
が
「
内
間
御
地
頭
職
・
御
鎖
之
側
之
時
、
此
子
瀬
二
諸
臣
、
御
輻

持
来
テ
、
践
詐
ノ
御
迎
之
時
、
御
衣
御
着
替
被
玉
為
レ
遊
タ
ル
ト
テ
、
今
此
子
瀬

ヲ
御
衣
脱
瀬
卜
名
付
ケ
タ
ル
由
」
と
い
う
伝
承
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
次
に

内
間
御
殿

両
殿
有
（
東
御
殿
西
御
殿
）
嘉
手
苅
村

の
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
東
御
殿
は
、
二
間
・
三
間
軒
屋
茅
葺
普
請
で
あ

っ
た
が
、
康
煕
二
八
年
(
-
六
八
九
）
に
瓦
葺
に
改
築
さ
れ
、
西
御
殿
は
長
三

間
、
横
二
間
半
の
建
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
東
西
御
殿
守
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
金
丸
が
内
間
御
地
頭
職
御
鎖
之
側
で
あ
っ
た
時

期
の
居
処
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
中
山
世
譜
』
で
は
、
尚
徳
王
が
他
界
す

一八



る
前
年
の
一
四
六
八
年
八
月
九
日
に
金
丸
は
「
致
仕
以
隠
＿
＿
子
内
間
ご
と
あ

り
、
政
変
の
あ
と
群
臣
た
ち
が
内
間
の
金
丸
を
王
と
し
て
迎
え
た
。
金
丸
が
野

服
を
脱
い
で
龍
衣
を
着
た
場
所
に
あ
る
岩
を
俗
に
脱
御
衣
瀬
と
云
い
、
「
且
。
西

原
間
切
。
嘉
手
刈
村
。
所
謂
内
間
御
殿
者
。
乃
金
丸
奮
宅
也
。
今
皆
存
焉
。
」
と

し
て
い
る
。
尚
円
即
位
は
成
化
六
年
(
-
四
七

0
)
で
あ
る
か
ら
一
年
余
の
住

ま
い
の
よ
う
で
あ
る
が
、
地
方
有
力
者
が
首
里
に
居
館
を
移
す
の
は
尚
真
王
の

時
期
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
金
丸
の
住
ま
い
は
内
間
領
主
に
な
っ
た
時
期
以
降

は
こ
の
内
間
御
殿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
御
鎖
之
側
官
を
兼
務
す

る
こ
と
で
、
首
里
に
も
居
処
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
貫
は
内

間
に
、
執
務
に
関
わ
る
所
と
し
て
天
王
寺
創
建
以
前
の
場
所
に
居
宅
が
あ
っ
た

と
い
う
程
度
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

天
王
寺
が
金
丸
の
旧
宅
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
内
間
御
殿
が
金
丸
の
旧
宅

で
あ
る
と
す
る
『
中
山
世
譜
』
の
記
載
と
並
べ
て
み
る
と
、
や
や
説
得
力
が
弱

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
説
明
の
主
体
が
オ
ギ
ャ
カ
モ
イ
（
尚
真
）

の
出
生
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
父
親
の
居
館
で
あ
っ
た
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
中
山
世
鑑
』
や
『
中
山
世
譜
』
に
は
、
金
丸
が
伊
是

名
島
か
ら
同
伴
し
た
妻
の
存
在
を
伝
え
て
い
る
。
す
る
と
こ
こ
で
金
丸
夫
婦
と

オ
ギ
ャ
カ
が
生
活
し
、
こ
の
家
で
世
子
尚
真
が
誕
生
し
た
と
い
う
形
に
な
ろ
う
。

む
し
ろ
実
情
は
、
オ
ギ
ャ
カ
の
居
所
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
オ
ギ
ャ
カ
モ
イ
が
誕

生
し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
天
王
寺
の
地
は
、
月
光
が
最
も
信

頼
し
か
つ
頼
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
オ
ギ
ヤ
カ
は
王
妃
月
光
と
な

琉
球
の
宗
教
と
尚
園
王
妃

一九

り
、
尚
円
の
世
子
を
も
う
け
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
輩
出
し
た
一
族
は

社
会
的
に
も
政
治
的
に
も
高
い
位
置
付
け
が
与
え
ら
れ
て
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
居
所
は
、
尚
円
の
命
に
よ
っ
て
「
建
玉
寺
名
』
＾
王
↓
而
為
ー
一
家
廟
之

備
ご
と
さ
れ
、
『
中
山
世
譜
』
尚
円
王
条
に

弘
治
七
年
（
一
四
九
四
）
。
尚
真
王
。
建
ー
ー
宗
廟
子
圃
覺
寺
↓
故
以
』
＾
王
寺
↓

為
全
妃
廟
↓
即
今
尚
稜
以
下
。
諸
妃
神
主
。
皆
奉
二
子
此
寺
↓
節
節
致
み
祭
。

著
為
ー
ー
典
礼
―

と
見
え
る
。
円
覚
寺
は
「
肇
創
』
＾
徳
山
円
覚
禅
寺
ー
記
附
重
修
事
」
に
よ
る
と

弘
治
五
年
に
尚
真
王
の
発
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年

は
尚
真
二
八
歳
、
そ
の
母
月
光
四
八
歳
、
そ
し
て
対
馬
島
主
宗
貞
国
は
七
三
歳

で
他
界
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
三
年
後
に
円
覚
寺
を
尚
家
の
宗
廟
に
し
、

オ
ギ
ャ
カ
が
尚
真
を
生
ん
だ
居
所
を
王
妃
廟
に
し
て
い
る
。
一
五

0
一
年
に
首

里
の
玉
陵
を
築
き
、
第
二
尚
家
の
王
陵
を
築
き
、
第
二
尚
家
の
王
陵
を
確
立
す

る
が
、
月
光
の
子
供
た
ち
の
配
偶
者
の
埋
葬
は
被
葬
者
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
月
光
と
尚
真
、
そ
の
世
子
尚
清
の
妃
は
、
月
光
の
居
所
で
あ
っ
た

場
所
で
あ
る
天
王
寺
を
廟
と
し
、
こ
こ
を
王
妃
廟
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
佐

敷
よ
う
ど
れ
、
浦
添
よ
う
ど
れ
の
よ
う
な
琉
球
の
伝
統
的
な
宗
廟
様
式
を
継
ぐ

首
里
玉
陵
と
、
仏
教
に
よ
る
宗
教
施
設
と
し
て
の
宗
廟
と
い
う
形
態
の
形
式
化

が
計
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
王
族
家
出
身
で
な
い
王
妃
た
ち
に

対
す
る
宗
教
儀
礼
の
場
も
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
様
な
新
た
な
シ
ス

テ
ム
の
制
定
は
、
尚
真
二
五
歳
の
発
創
と
見
る
よ
り
、
円
覚
寺
お
よ
び
天
王
寺

の
開
山
と
な
っ
た
芥
隠
大
和
尚
と
月
光
の
願
う
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
か
と
考



え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

註(
l
)

「
海
東
諸
国
紀
」
岩
波
文
庫
。
一
九
二
頁
。
以
降
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

(

2

)

H

中
山
世
譜
」
琉
球
史
料
叢
書
第
四
。
八
四
頁
。
以
降
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

(
3
)

「
中
山
世
鑑
』
琉
球
史
料
叢
書
第
五
。
五
七
頁
。
以
降
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

(
4
)

『
お
も
ろ
さ
う
し
j

第
一
首
里
王
府
の
御
さ
う
し
。
日
本
思
想
体
系
。
同
巻
に
「
お

ぎ
や
か
思
い
」
の
名
が
四
首
見
え
る
。

(
5
)

「
定
本
琉
球
国
由
来
記
j

二
九
五
頁
。
以
降
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

(
6
)

高
良
倉
吉
「
伊
是
名
玉
御
殿
を
め
ぐ
る
諸
相
」
窪
徳
忠
先
生
沖
縄
調
査
二
十
年
記

念
論
文
集
「
沖
縄
の
宗
教
と
民
俗
』
所
収
。

(
7
)

「
女
官
御
双
紙
』
神
道
体
系
神
社
編
五
十
二
沖
縄
゜

(
8
)

横
山
重
編
著
「
琉
球
神
道
記
J

I
 

0
九
頁
。

〔
付
記
〕
こ
の
報
告
は
、
松
浦
章
教
授
を
代
表
者
と
す
る
研
究
「
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
史
の

研
究
中
国
華
東
、
華
南
と
日
本
」
に
参
加
し
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
0



The Religions of Ryukyu and Queen Sho En 

琉
球
の
宗
教
と
尚
園
王
妃

Hisayoshi U wai 

In Okinawa, they have Utaki, the holy ground to conduct religious rituals, and priests 

called Noro. The priest in the highest position is Kikoe Okimi from the royal family. 

The founder was the daughter of King Shoen, the first king of the Second Sho Royal 

line. The First Sho Royal line was from Sashiki in the southern part of Okinawa, and 

Baten N oro took the highest position and guarded the king. But Sho En was from 

Iheiya Isaland and had no relations with the holy ground in Sannan region. lri the era 

of the second king, Sho Shin, he appointed his sister Gekko as the highest shrine 

maiden and succeeded the position by receiving a name of God from Baten N oro, and 

took over the political structure where the king and the shrine maiden were united. 

After Shoen passed away, the drifters from Korea met with Sho Shin at the age of little 

over 10 and reported that his mother was in the position of coducting political affairs. 

There are also some records to show that this Queen Sho En was the daughter of So 

Niho. This shows that the administrators of this period retained the Japanese as 

interpreters, and that there were situations where the use of hiragana characters in 

published documents and inscriptions was regarded as a familiar form of records. 




